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2014年に発足した京都工芸繊維大学 KYOTO Design Labは、
世界有数の研究機関とのコラボレーションを展開し、
国内屈指の規模でデジタルデザインの教育・研究を行う拠点組織へと成長しつつあります。
地球規模の気候変動のもとで循環型社会の構築が求められる今、
私たち自身のあり得べき未来像とは何でしょうか？
創設から10年を迎えた2023年、私たちはおよそ1年をかけて5回の連続シンポジウムを開催し、
都市・デザイン・建築に関わる５つの領域からその議論を深めました。

Symposium Report

KYOTO Design Labは十周年を迎えました。
この節目の年は、これまでを振り返り、未来へ
の道筋を描く貴重な機会です。そのために、今
後の主要な研究領域について議論し、計画を明
確にするシンポジウムを開催しました。

サーキュラーデザイン
環境負荷を抑えた製品やサービスの開発だけで
なく、テキスタイル産業の複雑な分業構造とそ
のための情報開示も、システムデザインにおけ
る困難な課題であることを示します。
ランドスケープデザイン
景観を地域社会の共有財産と捉え、地域の暮ら
しや文化を反映させ、未来に受け継がれる「共
有空間」として、場所、村、都市にアプローチ
する方法を模索します。
ダイナミックヘリテージ
データセントリックAIを活用し、モデルでは
なくデータそのものに着目する新たなアプロー
チを取り入れます。
アダプティブデザイン
解体された不揃いな木材を再利用する研究プ
ロジェクト、「アダプティブデザインと再生木
材を活用した組立システム（Adaptive Design 
and Assembly System Utilising Reclaimed 
Timbers）」について議論します。
ワールドビューデザイン
未来に生まれ得る多様な世界観を構想し、人々
の体験を通じてその世界を深く理解することを
目指します。

このような新たな挑戦と取り組みを通じて、こ
れからの十年、さらには千年先の可能な未来を
探求し、すべての人のためのKYOTO Design 
Labとして歩みを進めていきます。

エルウィン・ビライ

KYOTO Design Lab

千年の未来へ！

京都工芸繊維大学 KYOTO Design Lab ラボ長
未来デザイン・工学機構 教授



2014 2024 X

2014 介護者のための衣服デザイン

2015 つくることを通して考える
 ─再構築のための脱構築

2015　日本庭園の風景と音の計測 ─寺院と町屋
P07- Landscape Design

2015　伝統的織物の立体表現

2016 海洋の竹

2017 社会的な昆虫と現実
 ─運転手のいない未来のための
 　分散型ライドシェア

2016 和紙の再生
 ─吹き付け和紙の
 　用途開発

2015 家庭用疾患治療薬
 スクリーニングキットのデザイン

2015 京左官がつくる土壁の
 繰り返し載荷実験

2017 資源の再利用
 ─繊維廃棄物から持続可能なデザイン素材へ

2017 サイエンスアゴラ2017

2017 成長の知性
 ─付加製造のための自律的デザイン

2018　点群庭園
 ─音と映像の3Dレコーディングワークショップ

2018　歩きはじめる女性

2020 Dynamic Heritage

  (KYOTO STEAM 2020)

2018 Kyoto Startup

 Summer School

2020 食の未来

2021 未来の下着
P03- Circular Design

2021 ファブビレッジ・ プロジェクト

2021 初代諏訪蘇山デジタル再現プロジェクト

2021 School of Fashion Futures

2021 今宮祭御旅所プロジェクト

2021 岐阜大仏及び正法寺大仏殿 3次元測量調査

2020 和楽庵サイバーハウス化プロジェクト
P11- Dynamic Heritage

2018 錦市場
 リ・ブランディング
 プロジェクト

2019 Food Shaping Kyoto

 ─京都をかたちづくる食

2018 テキスタイル
 サマースクール
 ─丹後ちりめんにおける
 　伝統と革新

2019　Drinkscape：
 ピエモンテワインと宇治茶の文化的景観

2015 都市を形作る食：
 京都の食とアーバニズム

2014 思いやりのあるロボット、
 人をケアするロボット

2024 プロシージャルデザイン×
 セラミック３Dプリンタ・ワークショップ

2024 Adaptive Design & Assembly System

 Utilizing Reclaimed Timbers

P15- Adaptive Design
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ギガトンの氾濫とも呼ばれる大量生産・大量消費・大量廃棄型の社会をいかに脱却し、適量生産・自律分散・資源循環型の社会に移行するか──
この課題について、国際社会や国のマクロな環境政策を調査・分析・評価してきた田崎氏と、
鎌倉市をフィールドにデジタルファブリケーションを活用するなどした実践的かつ多義的な資源循環を研究する田中氏がセッション。
議論では、リサイクルの実態や本質を把握することの必要性や、市民が「消費者」ではなく「循環者」であると自覚すること、
そうした意識・行動変容の促進に資源循環の社会的価値を「物語」として伝えていくことの重要性が指摘された。

環境収容力の限度・限界のなかでいかに資源を循環させ、豊かに暮らせる社会をデザインできるか。
そのヒントになるのが、地域の資源や伝統知識、技術を生かした「地域主義的生産」。
前近代から継承されてきた各地域に根ざした知恵は、近代が見過ごしてきた多元的な視座を有しているからだ。
このセッションでは「帝国型生活様式」から脱し、長期的に変容していくためのモデルとして
グローバルサウスにおける地域主義的生産の実例を共有。
また、サーキュラーデザインを考える上で資源の収奪をはじめとした「暴力」とどれだけ向き合っていくことができるかという、
「脱暴力」のためのプロセスの重要性についても再確認された。

自律分散的な資源循環 土着のふるまい
「消費者」から「循環者」へと変わるために資源循環の社会的価値を「物語」として伝えていく 帝国型生活様式から脱するヒントとしての「地域主義的生産」と「脱暴力」を考えるReport Report
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Circular Design

中村　20世紀というのは、問題解決と言いなが
ら暴力を増大・加速化させているデザインが多
く散見されていました。そして21世紀には暴力
の効率はさらに良くなっていった。科学の知と
経済資本主義、そしてデザインの創造力が組み
合わさることによって組織化・制度化した暴力
が、いつの間にか我々の生活に溶け込み、見過
ごされてきたのです。直接的で残虐と見なされ
る暴力だけではなく、こうした構造的・集合的
な暴力にも目を向け、どのように解消していく
のかを考えるのが、デザインの力かなと思いま
す。
岩瀬　資本主義社会というのは環境問題をひと
つとっても基本的に暴力的で、構造的な暴力が
ある。我々にはそういう暴力的な部分が見せら
れてないというか、隠されていますよね。あら
ためて中村先生のお話を伺って、サーキュラー
デザインや循環型社会というものは、そうした
暴力性をはらんだものなんだという認識を持つ

ことがとても必要だと思いました。完全な循環
型社会をつくったとしても、結局、自然の収奪
であるとか廃棄物を生んでしまうことは避けら
れない、暴力性は付きまとうんだと認識した上
で、循環型社会の設計を考えていかないといけ
ない。
中村　そうですね。完全に非暴力的な世界を構
築するということはできないので、予防的、改
良的、あるいは修復的、治癒的なアプローチ
というのが非常に重要です。そして、より暴力
が縮減されていく設計、あるいは突発的な大き
な暴力が起きにくいシステムをデザインは提供
できるのだろうと思うし、そこに踏み込んでい
ける段階にあるんじゃないかとも思っているん
ですね。たとえば、資本主義のなかでつくられ
てきた我々の欲望みたいな設計にも結構な時間
がかかってきた。だけど、あっという間に世界
中を覆い尽くしていくような力をデザインが発
揮したのだとすると、それを逆のベクトルに向

けていくことが今後の課題になっていくし、む
しろチャレンジしてみたいなと私は思うんです
ね。マインドセットをいじるのはすごく時間が
かかるし、カルチャーを設計するとなると少な
くとも3世代ぐらいはかかるでしょう。しかし、
気候変動などの「待っていられない問題」にか
んしては、対処療法として、介入することの暴
力を認めつつも設計していくことが必要になっ
ているのだろうと考えているところです。

土地に根ざした(=place-basedな）サーキュラーデザインを実践するためには、その土地のエコロジーを再構築する必要がある。
このセッションでは、再構築にあたっての課題と可能性について、
滋賀県長浜市に色濃く残る江戸時代の循環型社会を調査した曽我氏、神奈川県鎌倉市でおもにプラスチックの資源循環に取り組む湯浅氏、
日本一のリサイクル率を誇る鹿児島県大崎町のシステム構築に携わる西塔氏が議論。
市民の素材（資源）に対する解像度を高めることの重要性や、
利害関係者と市民のコラボレーションで新しい製品・サービスを生み出そうという動き、
さらには、ものを捨てさせなくするための「愛着」にアプローチするデザインについてなど、多様なキーワードが提示された。

土地に根ざすサーキュラーデザイン
江戸時代の循環型社会を基点に、地域のエコロジーを再構築するための課題、可能性を探る

湯浅　ぜひメーカーさんにお願いしたいこと
は、材料の成分情報を公にすることです。成分
表示を見て、「これなら再利用できる」という
動機で次のメーカーさんが選ぶといった、ポジ
ティブな変化も生まれるかもしれないと思うん
ですね。
西塔　大崎町には年間100社近い企業からコラ
ボレーションのオファーがあるのですが、そこ
でよく「えっ？」と思うのが、商品をつくる工
程のなかにパッケージの廃棄まで考えるプロセ
スがそもそもないことなんです。そのことが購
買につながらないから重要視されていない。で
も、買う側である市民から「未来のために必要
なんです」という声があがれば、変わる企業も
出てくるのではないかと。そこからテストケー
スが生まれて、次に繋がっていくかもしれない
というのは、現場ですごく感じることです。
曽我　成分表示をしっかりしていくというのは
大事ですし、大崎町のように成分表示をするこ
との意味や出口が見えると、それは企業側とし

てもすごく説得力があると思います。あと、江
戸時代の循環社会のシステムの調査では、子ど
ものころから稲藁だとか灰だとかに慣れ親しん
できたことによって、普通の人たちが素材のこ
とをとても理解していたことがわかりました。
いま、市民がプラスチックをどこまで理解する
ことが可能なのかはわからないですけれども、
市民が素材の理解にもう一回トライすること
と、メーカーがしっかり成分表示することが繋
がってきてほしいですね。
西塔　これは大崎町で実感していることなんで
すけれど、市民の2%ぐらいの人が納得して行
動を起こすようになると、物事は動くんですよ。
自分たちが仕分けた生ゴミは堆肥になって◯△
農園で使われているんだよ、ペットボトルはこ
ういう会社に行ってこういうふうに使われてい
るんだよって説明できる住民の方が2 ～ 3％で
もいるだけで、全体で行動変容が起きているし、
維持されつづけている。それって、すごく希望
だなと思います。

1.左から市川文子氏、津田和俊教授、田崎智
宏氏、田中浩也氏。
2.ゲストとのセッションでは、日本国内に限
らず地球規模で行われているサーキュラーエ
コノミーの活動についても議論が行われた。
3.左から奥林里子教授、天沢逸里氏、河内幾
帆氏、水野大二郎教授、田村大氏。
4.左から岩瀬大地氏、中村寛氏、水内智英准
教授、神尾涼太氏。
5.鹿児島県大崎町のゴミの分別・回収の品目
表。（資料：鹿児島県大崎町）

田中　リサイクル率とかリサイクルという言葉
だけで物事を見てしまうのはたぶん間違ってい
て、具体的に「これはどこに行くのか、そのニー
ズはどれぐらいあるのか」というところから逆
算しないといけない。本当は、リサイクルって
あんまり褒められたことではないということだ
と思うんです。
田崎　循環する量というのは、やはりある時点
で上限があるので、そこを抑えていく必要があ
る。そのためには長期的に使っていく必要があ
る。つまり長く使うことを前提とした設計をし
ていかなくてはならないということだと思いま
す。
田中　僕が携わっている自治体もまだ志半ば
で、「大量生産、大量消費」が前提になった「大
量リサイクル」の段階。「大量」であることが
温存されてしまっているんです。量として減ら
していくための戦略、フローの循環からストッ

クの循環に移行するための戦略のようなものが
必要だと思うんですね。ただ、たとえば、フ
ローの循環で使っている材料と、ストックの循
環で使っている材料が違うといった問題もあり
ます。そこをどう接続できるかというのは、ま
だ悩んでいるところで。
田崎　最初から木でつくってバイオマスで循環
させるとか……。
田中　プラスチックを活用できるように耐候性
を高める研究をしているんですが、結構無理や
りなんです。「プラスチックで建築物をつくる」
というのが、良いのか悪いのか……。そんなな
かでひとつ、アイデアとしてあるのは、「浮か
ぶもの」なんです。地球温暖化の影響による洪
水などの自然災害が今後増えていくと想定し
て、ボートのような、なるべく浮かぶものをつ
くる。あくまで私が個人的に持っている構想な
んですけれども。
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持続可能な社会に向けて、自然の生態系に着目した産業の循環システムが提唱されたのは1990年代のこと。
しかし、そこから20年以上経た現在も、依然として生産時のゼロウェイスト化や廃棄物の再利用、インバース・マニュファクチュアリング、
シェアやレンタルなどの余剰資源の有効活用など、持続可能な経済・技術的システム構築は発展途上の状況にある。
このセッションでは、バックグラウンドが異なる3人の研究者が、サーキュラーエコノミーへの転換に必要となる諸課題について議論。
LCAをめぐる現況や、消費者が抱える「学習性無力感」の問題、企業活動を評価する際の視点を変化させることの必要性など、
多岐にわたる論点が挙げられた。

ビジネスとインダストリアル・エコロジー
持続可能な経済・技術的システム構築を発展させるために必要な論点を整理

天沢　私がいま所属しているセンターでも「未
来戦略LCA連携研究機構」を新たに設立しま
した。事前に環境影響を把握することができれ
ば、その情報を戦略的に製品開発やビジネスな
りに生かせるということで、企業の方々にも
入っていただいて、将来のLCAをどうしてい
けばいいのかをまとめようとしています。
水野　非常に面白いなと思います。でも、どれ

くらい「絵に描いた餅」みたいなものをやらな
いといけないのかという話にもなりそうです
ね。下手をしたら、新しい産業生態系、新しい
生活者像みたいなことも含めて、新しい未来を
全部つくらないと描けないよね、というような。
天沢　そこまで描くのはとても難しいので、い
まの世界が続くことを前提としたようなかたち
でやっています。あと、いまは行動変容の点ま
で含めて考えられていないので、それは入れた
ほうがいいという意見を持っています。
水野　さきほど河内先生が「社会システムの前
提となっている人々の意識／無意識的な思い込
みや価値観を変えることが、環境問題に対する
行動変容に影響を与えるのではないか」といっ
たお話をされていましたが、プロスペクティブ
LCAと消費者の行動変容について、どう考え
ますか？
河内　とても重要だと思います。消費者は認知
や理解の範囲を超えてしまうと結局何がいいの
かわからない状況になってしまう。なので、消
費者が理解できる範囲での鍵となるパラメー
ターとして、「これが変わるとこうなりますよ」

というのがなるべくシンプルに単純化された状
態で伝わると、消費者がそれをベースにした行
動変容ができるのではないかと思いました。
水野　地球に対する自己効力感みたいなことと
して認識したいですよね。この問題について、
動脈側にいると思われる奥林先生はどんなふう
に思いますか？　奥林先生が研究されている、
水を使用せず二酸化炭素で染める「超臨界染色」
は産業側の製造時の水資源利用の問題ですし、
動脈側のロジックというのが生活者にはまるよ
うなことを十分に考えきれていない部分がある
のではないかなと思うんですけれども。
奥林　じつは超臨界染色は、LCAで言うと良
いのかどうかがまだわかっていないような状態
なんですが、まさにプロスペクティブLCAの
ような事前評価が必要だろうと、学内でプロ
ジェクトが立ち上がっているところです。また、
超臨界染色はタイやベトナム、台湾ではおこな
われているのですが、日本では法規制などがあ
り、まだやっていないものです。なので、いま
はこの技術が購買理由になることは、なかなか
ないだろうというのが現状ですね。
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ファブビレッジ・プロジェクト（2021‒）未来の下着（2020-2021）

生分解可能かつ個人の身体に最適化した下着を提案することを目的としたワコー
ル人間科学研究所との共同研究。微生物発酵やキノコなどの菌糸体によるバイオ
デザイン、伸縮性が求められる部位のアルゴリズミックデザイン、さらに3Dプ
リンタを組み合わせて下着の試作を行い、サービスとして展開した際のシナリオ
を策定した。

国内の農村地域における地域資源の活用や課題解決のために、地域でのデジタル
ファブリケーションやDIYの可能性を模索する「ファブビレッジ」構想。そうした
地域の取り組みに併走しながら、デザインリサーチ、プロトタイピング、オープン
デザインの実践的研究を行い、地域をともにつくっていくことを目指す。

D-lab Related Projects

Sailing to the islands［Speaker：赤間陽子］ 

複雑な「系」をデザインする：持続可能なプロセスの構築

赤間　Circular Design Praxisを、多くの島々、アー
キペラゴに向けた出航だと考えてみましょう。群島は
つねに複数であり、孤立していません。互いに結びを
築き、支配されていた近代の大陸から出発する勇気、
サポート、インスピレーションを見つけることができ
るかもしれません。
　しかし、群島に航海するときには出発も旅もそれ自
体が困難で、価値観の違い、世界観の違いなどを覚
悟しておかなければなりません。群島の間を流れる海
の流れは圧倒的で、穏やかな海路はありません。海に

入るときには潮の引きやうねり、深さに警戒する必要
があるのと同じように、絡み合う状態こそが我々の既
存の状態であると認識し、知ること、アクセスすること、
理論化できないことに対してつねに注意深く敏感に反
応できる状態で、敬意と感受性を持って“違い”にか
かわらなければならないと思っています。
　これからみなさんと島々へ出航、航海するのを楽し
みにしています。ありがとうございました。

（基調講演から抜粋）

Keynote Speech

Contribution

3～ 5 ワークショップの終盤に行われたア
クティビティの様子。参加者がキャンパス内
を探索し、人や自然、人工物が互いに作用し
あう「多元世界」のきっかけだと感じたもの
を絵馬に記した。
6 赤間陽子氏による基調講演の様子

サーキュラーデザインの実践は、物質が実際に循環する土地の伝統や風土、
その土地に生きる利害関係者やその場を取り巻く自然環境といった多様な要素の上に成り立っている。
サーキュラーデザインを実践する人材の教育にあたっても、
土地ごとの文脈に深く入り込むことを可能にする学習環境への移行が求められているといえる。
このセッションでは、新たなデザイン教育のあり方を実践を通して模索している工藤氏と水野氏が、今後のあるべき学習環境について議論。
専門性や研究手法に重点を置く一方で認識論を疎かにする日本の高等教育の問題点、
学問領域を横断するリベラルアーツ的なデザインの必要性などが語られた。

2022年4月にプラスチック資源循環促進法が施行され、
現在は資源有効利用促進法の対象品目に太陽光パネル、蓄電池、衣類・衣服を追加するなどという同法の見直しをはじめとし、
サーキュラーエコノミーの実現に向けた法律や制度の整備が進められている。
しかし、土地に根ざしたサーキュラーデザインの実践を社会に広く促すためには、制度的な諸課題が山積しているのが現状だ。
このセッションでは、現行制度の源流をたどったうえで、
個別産業や循環社会を目指す自治体の現場からの視点、システムの可視化・共有の必要性など、
サーキュラーデザインの実践を促進するために必要なポイントが数多く挙げられた。

サーキュラーデザインの人材育成

サーキュラーデザインの制度設計

サーキュラーデザインの実践のために求められる学習環境とは

持続可能な経済・技術的システム構築を発展させるために必要な論点を整理

Report

水野　サーキュラーデザイン人材の育成に必要
なのは何かを考えるとき、これからはみんなが
置いておいてしまった問題に取り組まなくては
いけないという前提がありますよね。その問題
の多くは「厄介な問題」で、1＋1＝2のような
正確な答えもなければ、答えを出した瞬間に別
の問題が発生するといったような、厄介な性質
を帯びていると。そうしたなかで、探索的なや
り方──あらゆる可能性を示し、どのようなポ
ジティブ／ネガティブのインパクトを生むのか
を話し合い、民主主義的な合意形成に基づいて
探索結果を地域や企業行政組織に挿入するとい
うデザイナリーなやり方があると思うんです。
　でも、よくわからないけれど、みんなあんま
り好きじゃないんですよ。そこには権力関係の
問題というのもひとつあるだろうと思うんです
が、もうひとつは「先生これで合っていますか」
問題。つまり、一発で正確な答えを出して全員
を納得させないといけないという謎の風潮が
あって、「失敗したら死ぬ」と思っている。探
索的であるというのはひとつの態度表明だと思
うんですけれど、それを阻害する、組織的な何

か、あるいは学習して後天的に取得された何か
があるんじゃないかなと。それがちょっと問題
としては大きいかなと思いますね。
工藤　いまの水野先生のポイントにも繋がるん
ですけれど、その探索的にやるときの「私はど
こにいるのか」ということに、私はすごく興味
があるんですね。従来の西洋近代的な科学、い
わゆるデカルト的な科学というのは、自分の取
り組む対象をいったん自分の外に出すんです
よ。そこで客観的に分析し、方法や解決を導く。
こうした従来の「課題解決型」の限界を我々は
危惧している。
　私自身は、秋田県の五城目町という過疎高齢
化が進む地域を拠点にして、自分がシステムに
入るということをしています。議論しようとし
ている客体がシステムとしてあって、「研究者
としてそこにいる」のではなく「私がここにい
る」んですね。ということは、考え方としては、
私が変化することで、システムに変化を起こす
ことが可能になるんです。
　なので、学生たちにも自分のポジショナリ
ティを問うようなかかわり方、暮らすようにか

かわってほしいと思い、プログラムを構成して
います。そして、自分たちの身の回りを良くす
ることで自分の暮らしが豊かになる、一番の受
益者が自分というかたちの変化を連続的に起こ
していくと、システムとして全体が変容するの
ではないか。実際、スケールアップするための
アントレプレナーシップではなく、日々の暮ら
しを良くするための企てという意味での「ロー
カル・アントレプレナーシップ」が起きている
ように感じています。

シンポジウムの締めくくりとしておこなわれ
た、デザイン研究者であり豪RMIT大学准教授
である赤間氏の基調講演。講演では、ドミナン
トデザインを植民地主義の構造になぞらえたう
えで、支配的なドミナントデザインの価値観が
身体や土地に根付いていないデザイナーを生ん
でしまっていると指摘。アンラーニングとして、
相互関係を前提とする関係的・非バイナリー的
なあり方や多様性の概念を可能にする「アーキ
ペラゴ＝群島の考え方」が提示された。

　中盤には株式会社Re:Publicの田村氏と市川
氏を交え、福岡県八女市の「うなぎの寝床」の
取り組みについてトーク。地域産業やそこで生
活する人々によるイノベーションの可能性につ
いてインタビューが展開された。
　また、サーキュラーの概念は円滑で完璧な循
環システムだとみなされているものの実際には
汚染や摩擦、不平等などが存在し、同時にわた
したちの体と心が概念図の中に入っていないと
いう問題が挙げられ、サーキュラーに代わって

「縁」として捉えてみる視点を提案。そこには
偶然の出会いの可能性や、失われた大切なもの
の不在への気づきがあることが語られた。
　さらに「コ・デザイン」を、「心」の頭文字をとっ
た「こ・デザイン」として捉えたとき、現在の
協働的な方法論からより膨らみが生まれるので
はないかという可能性についても言及がなされ
た。

　過去数十年の間に「持続可能な開発」という概念
は、生態学的および社会的危機に対処するための政
治的指針、あるいは倫理的指針として急速に発展し、
現在のデザイン・建築に多大なる影響を及ぼしてい
る。この概念は1987年に世界環境開発委員会（通称
ブルントランド委員会）によって世界的に導入され
たものだが、その起源は1713年の鉱山監督者ハンス・
カール・フォン・カールヴィッツによる木材資源不
足の予測にあるとされる。つまり当初から枯渇性資
源である鉱山や、非枯渇性資源である森林の持続性
と関連づけられたように、広範なデザイン領域を対
象とするのが持続可能性に関する問題である。
　枯渇性と非枯渇性資源双方の活用を前提とした
循環型経済の実現のためのデザインであるサーキュ
ラーデザインも、持続可能性に関するデザインであ

るため極めて複雑な産業生態系や自然生態系などを
考慮に入れる必要がある。つまりシンポジウムのテー
マであった「システム移行を前提とした循環デザイ
ン」とは産業的側面のみならず、環境学的側面、人
類学的側面、経済学的側面と絡まり合う既存の「系」
をより望ましいものへと移行させるためのデザイン
であった、と振り返ることができるだろう。
　多様な有識者との活発な意見交換をへて、シンポ
ジウムの成果は「みらいのファッション人材育成プ
ログラム」（経済産業省デジタル等クリエイター人
材創出事業、事務局：株式会社インフォバーン）や
「Circular Design Week 2024 Taiwan Conference」
（主催：Circular Design Praxis, 5% Design Action, 
Re:public）などの活動に結節しつつ、KYOTO 
Design Labでの研究活動に新たな方向性を示すにい

たった。本学繊維科学センターとの繊維製品循環に
関するコラボレーションの形成である。
　製品の易リサイクル性向上やライフサイクル評価
など、今後EUを中心とした国際的な繊維製品に対す
る規制や基準の厳格化が予想されている。しかし環
境負荷を下げる製品・サービスの開発や、複雑に分
業化した繊維産業を包括的に捉えた情報開示は、極
めて厄介な「系」のデザインの問題である。そこで
多様な条件を満たすのが困難な前者と、多数の利害
関係者の構成を把握するのが困難な後者、双方をめ
ぐるテクノロジー、ビジネス、デザイン、環境が一
体化した新たなデザイン領域を研究対象とした、再
製造やリサイクル製品の開発を目指した研究体制の
構築を現在鋭意検討中である。

早渕　気づけば、企業はScope3（サプライ
チェーンにおいて事業者の活動に関連する他社
の温室効果ガス排出量）の計算をしなくてはな
らないとか、自治体もカーボンニュートラル宣
言を打ち出すなどしていますが、国際的な大
きな流れを押さえておくと、企業がサプライ
チェーン全体の温室効果ガス排出量を求められ
るようになった原点は、パリ協定の前文のなか
に「Non-Party Stakeholders」、政府ではない
企業や自治体、NGO、市民などの役割につい

て言及されたことを受けてのものでした。また、
企業がパリ協定の水準に沿った削減目標をつく
るSBT（Science Based Targets）の認定など、
パリ協定を契機にして、ターゲットを設定し、
どういう取り組みが必要なのかを考える流れが
生まれました。
　一方、私は排出量の計算だけではなく、自治
体でプラスチックの組成調査もおこなっている
のですが、そうした現場で感じるのは、行政が
制度をつくってトップダウンで下ろすのではな

く、その前段階として分別と焼却炉使用の差を
ていねいに説明したりワークショップをおこ
なったり、住民判断としてどんな将来を選択す
るのかということを考える機会を設けることの
大切さです。それがあることで、政策が実行さ
れたときの参加や貢献にも大きく影響が出ると
指摘されています。
峯村　僕はアパレル産業に携わってきました
が、現場レベルでは、政策を気にしたことはほ
ぼありませんでした。そもそも、国内には繊維
製品の廃棄やリサイクルにかんする法規制がな
く、産業全体として市場における経済性が優先
されていて、認証取得にしても「予算が出るか
らB Corp認証を取りたい」といった動機に基
づいているように感じます。
　アパレル産業の問題点の例としてわかりやす
いのが、産業間連携によるPETボトルの産業
からアパレルの産業への移行です。PETボト
ルは回収率が96.7％、再資源化率88.5％と非常
に高く、そのうちアパレル産業に約30％が流れ
ていると言われていますが、アパレル業界の回
収率は32％、サーキュラリティも34％しかあり
ません。PETボトル業界からしてみれば、ほ
とんど循環しない業界にわざわざ資源を流すこ
とはないと言われると思うのですが、社会課題
に取り組むことを営利活動として捉えると、ア
パレル業界としては再生ポリエステルを採用し
たいんですよね。このようにふたつの産業を俯
瞰してみても、制度やシステムづくりがとても
大事だと思います。
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1.左から、工藤尚悟氏、市川文子氏、水野大二
郎教授
2.アパレル産業のサーキュラーダイアグラム
（作成：峯村昇吾）

水野大二郎

3 4 5
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水野大二郎
京都工芸繊維大学 未来デザイン・工学機構 

教授。専門はファッションデザイン、デジタ
ルファブリケーション、デザインリサーチ。
デザインと社会を架橋する実践的研究と批評
を行う。
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クリストフ・ジロー 中嶋節子マティアス・フォルマー 小野芳朗

Text：岡田芳枝　Edit：光川貴浩／窪田令亜　Photo：石本正人

気候変動によって環境危機に直面しているいま、「風景の未来」に対してどのようなアプローチで取り組んでいくことが必要なのか。
今回のシンポジウムでは、KYOTO Design Labの創設当初から点群データに関する共同研究を行ってきた
スイス連邦工科大学チューリッヒ校（以下、ETH）から、クリストフ・ジロー名誉教授を招聘。
3Dスキャンによって風景を点群データに取り込んで解析するというデジタル技術の先駆者であるジロー教授によって、
世界の第一線から見た今後のデジタルアーカイブのあり方が語られた。
さらに、3人の研究者による講演とディスカッションでは、世界と京都の過去と現在、ランドスケープというキーワードを通して、
さまざまな側面から風景の未来を取り巻く課題についての議論が行われた。

世界、そして京都から見つめる
来るべき風景の未来

Report

Speakers

クリストフ・ジロー
スイス連邦工科大学チューリッヒ校 名誉教授

小野芳朗
京都工芸繊維大学 名誉教授

中嶋節子
京都大学 教授

木下昌大
京都工芸繊維大学 准教授

木内俊克
京都工芸繊維大学 特任准教授

マティアス・フォルマー
スイス連邦工科大学チューリッヒ校 ランドスケープ研究室

Date

2023年

9月16日（土）

Location

京都工芸繊維大学
60周年記念館

Program Title

風景の未来
─誰が風景を変えているのか？

　気候変動が加速化し、これまでの景観の伝統を維持することが困難になってい
るが、クリストフ・ジロー氏は「景観の伝統を気候変動にどのように適応させて
いくかが重要な課題だ」と語る。たとえば、スイスではケルト民族が暮らした時
代から存在するリンデンの木々が現在では乾燥に耐えられなくなり、ドイツ・ヘッ
センの森ではブナの若木が育たなくなっている一方、外来種の木が青々と茂るとい
うような現象が起こっているという。
　こうした状況を受けて、ハイパースペクトル技術やレーザースキャナーなどを
活用し、生物学的あるいは物理的な変化をモニタリングしていくことの重要性を
指摘した。
　さらに、「京都の庭園の伝統が今後も継承されるのか、変わることを余儀なく
されるのか。京都の景観の進化、そしてそれを再定義することを考えることが急
務」と言及。京都においては、気候変動による植生の変化に合わせて「家と庭」「都
市と公園」「川と流域」という相互に関連する3つのスケールに沿ってランドスケー
プの変化を研究していく必要があると述べた。
「私たちはいま、真剣に自然について考えなければいけないときに来ている。美
しさは一時的、一過性のものであることを表す『もののあはれ』という言葉があ
るが、この『もののあはれ』の瞬間がいま非常にめまぐるしく起こっているとい
うこと。将来に向けて何を見ていくのか、それに対して知的にどう動いていくの
かということだ」（クリストフ・ジロー氏）

溶けていく風景と変わっていく庭園
［Speaker：クリストフ・ジロー］

　京都は三方を山に囲まれた盆地にあるが、山によって視覚的な境界がつくられ、
山は京都の風景として人々に共有、身体化されてきた。中嶋氏の講演では、近代
の京都の山の景観をめぐって起こった出来事から、近代以降、現在に続く「風景
へのまなざし」を検討し、風景の未来について考える講演がおこなわれた。
　まず、前近代には、山の麓の有力社寺や村落の人々が山の管理・保護を担い、
山は「生活や文化を反映した『コモンズの風景』」としてあった。しかし、近代に入っ
て管理が国ほかに移ると山々は一時期荒廃した。それを眼の当たりにした人々は
山の風景が京都の価値のひとつであることを再発見し、共有することになる。そ
こでは、京都の市街地をとりまく山々は、「コモンズの風景」から「視覚によっ
て切り取られた『眺めとしての風景』」へと変化し、行政主導による景観保護の
ための計画の策定がおこわれるようになった。計画や技術によって風景をコント
ロールするという「風景の客体化」だ。さらに戦後は、開発が進むなかで「風景」
に加えて「緑地」としての価値が見出されるようになる。そして、現在。風景に
は「緑地」「眺め」「美しさ」に加え、「持続可能性」や「生物多様性」、さらには
環境指標としての性格が重視されるようになったという。
　中嶋氏は「現在は国や地方自治体のほか、市民や企業の参加が必須となり、責
任も問われている」と指摘。「こうした変化のなかで、未来の風景をどう考えて
いくのか。我々にかかっている」と講演を締めくくった。

風景の変容と風景への眼差しの近代
［Speaker：中嶋節子］

　季節感、祭り、宗教行事、芸能、農事、俳句、和歌、能などを通じ同じナラティ
ブを語るという文化の共有により日本人は「風景」を想起してきた、と語る小野
氏。この講演では、急激な気候変動で植生や植物生理が変化し「風景」が変わると、
共有してきた記憶やナラティブが失われ、文化の消滅を招く可能性が指摘された。
　たとえば、日本の春を彩る風景に桜があり、古典においても伝統的に春の気候
と桜が結びつき、桜がある風景を美しいとしてきた。また、近現代にはクローン
種ゆえに花が一斉に咲き一斉に散るソメイヨシノが人為的に列植されたことによ
り、桜の記憶は入学式や入社式など「新年度の始まり」という文化的紐付けられ
方がなされてきた。しかし、桜が開花するためには「休眠打破」と呼ばれる冬の
厳しい寒さが必要であり、温暖化が進んでいくと、開花前線の逆行や、そもそも
開花しなくなる可能性がある。これは秋の風景である紅葉も同様で、温暖化によっ
て葉が紅葉せずに枯れてしまう現象が起こっている。
　温暖化のみならず、近代は経済財・観光の道具化や植生の規制などにより風景
と一体であったコモンズを無視、あるいは破壊することで、風景は変容してきた。
こうした植生・風景の変容を踏まえた上で、小野氏は「風景を共有財とするソフ
トツールとしての物語の再興」を提言。「変わってしまった植生は修復不可能だが、
共有世界の具現としての物語をもう一度位置づけていくこと、適応のためには文
化を記憶として継承していくことが必要ではないか」と語った。

編集される風景と人新世の植生
［Speaker：小野芳朗］

　10年にわたって実施されてきたKYOTO Design Labとクリストフ・ジロー教
授が率いるETH Zürichのランドスケープ研究室との共同研究において、3Dレー
ザースキャナーを用いた点群データの編集法や活用法を指導してきたマティア
ス・フォルマー氏。今回は、ランドスケープの研究をさらに一歩進めるために極
めて重要となるこれらの技術について、作業工程や実例を振り返りながら解説を
おこなった。
　たとえば、点群データのモデリングでは、対象とする空間の文化的・社会的な
構造を理解することが重要になってくる。レーザースキャニングにおいては対象
となる空間の社会構造のネットワークまでを重ね合わせることができるが、「非
常に正確なモデルを物質的な空間において得るだけでなく、それを適切に読んで
いくということが必要。それにより目に見えない力がそこに働いていることも理
解することが可能になる」と言う。
　また、京町家を対象とした記録では、点群データによって現代と伝統的な世界
に繋がりを持たせ、社会的、文化的、歴史的な観点がそれぞれ重要な役割を果た
し、新しいデザインがなされていることを可視化。「環境の変化に適応するとい
う意味で、京都というのは非常に良い場所。点群データによって新しいこの環境
と町の環境とを繋ぎ合わせていくことができると考えています」と語った。

変化する景観のための点群の手法
［Speaker：マティアス・フォルマー］
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Landscape Design 1.東山全図其二『再撰花洛名勝図会 東山之部』
元治元年（1864）江戸時代の京都・東山をパ
ノラマで描いた図。よく見ると、寺社の部分に
は豊かな植生が描かれている一方で、背景の山
は植生が乏しい状態であったことがわかる。
2.無鄰菴庭園の点群データ（2020）かつて手
書きで記録していた風景は、写真や動画の技術
の発展を経て、点群データという形でより立体
的に記録することが可能になった。今や風景の
データは過去の環境や文化を読み取るためのも
のではなく、今ある風景を未来に繋いでいくた
めのツールへと進化を遂げているといえる。
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京都におけるランドスケーピング学

木内　本日、中嶋先生と小野先生からは京都の
風景についてお話いただきました。中嶋先生の
お話では、人々の営みが積み重なってきた京都
のランドスケープができていく歴史とともに、
いまは風景を人工的に制御するのではなく、い
かにあるべき振る舞いに寄り添っていくかとい
うようなアプローチに移行しつつあることがわ
かり、勇気づけられるというか、こういったア
プローチがありうるのだと気づきがありまし
た。また、小野先生のお話では、昔から私たち
は行事やコモンズの営みのなかで風景をめでる
という行為を獲得したのだから、これからも新
しく変わっていかざるをえない環境のなかに、
今の時代の営みに即した風景を見出していくこ
とができるのではないかという、非常にダイナ
ミックな仕組みのお話をしていただいたと思っ
ています。
　ジロー先生は、京都の風景と適応という視点
において、中嶋先生と小野先生のお話をどのよ
うに受け止められましたか？
ジロー　私たちには適応していかなければいけ
ないという事実がありますが、日本は津波や地
震といった自然の大きな変化に生き延びただけ
でなく対応してきました。どの土を、木を選ぶ
かということのみならず、そうしたところが重
要になっていきます。日本の文化においては、
仏教や神道、そうした側面もあります。非常に
不可思議な魂、そして伝統がそこにある。一番
大切な点は、日本の人々が自然にどう近づいて
いくかということ。自然に対してどのような姿
勢、行動や感覚を持つのか。虫の音、鳥の声、
花の香り、こうしたシンプルなことについての
認識の仕方、ここがとても面白い機会になると
思います。ランドスケーピング学というのが京
都に生まれれば、生態学的に正しいかとか技術
的に正確な解決策であるかということだけでは
なくて、我々がつくっている美的感覚、フィー
リングがどうであるか、それがどう変化してい
るかを理解することが大事になるでしょう。そ
して、気候変動をアドバンテージとして、新し
いものの考え方、学派をつくっていく。それが
良いやり方ではないかと思います。
　また、中嶋先生と小野先生が言及されていた
ように、森林を管理しなければ自然は劣化して
いく。それをどう再生していくかというのが大
きな課題になりますが、人が自然をマネージし、
直接の接点を持つ。ここに立ち返らなければい
けないと思います。

変化への受動的な姿勢と
適応との境界はどこにあるのか

木内　自然にどう接していくかという課題に教
育の制度をつくって取り組んでいくというご提
案は具体的で可能性を感じます。一点、たとえ
ば自然の脅威に対し適応したんだということ
と、単に起こってしまう変化を否応なく受け入
れているだけの状態に何か違いはあるのか、適
応したということと、ただ受け入れるというこ
との境目はどこにあるのでしょうか。
ジロー　それに対して答えはないですね。非常
に難しいと思います。でも、ひとつ言えること
をオープンに申し上げますと、60年前に植物の
専門家たちが始めたレシピ本のような生態学の
取り組み──正しい木を選び、植えようという
ようなやり方は、うまくいかないし正しいやり
方ではないんです。なので答えはないのですが、
これはとても良いことだと思います。学校が学
校としてあるためにはあらゆることに準備され
た答えがあってはいけません。学校というのは
知らないことがあるというところでなければ意
味がない。そこにいる学生たちがそれを知らない
ということを知っているということが大切であっ
て、そこから前に進むことができるわけです。
中嶋　適応して新しい環境を受動的に受け入れ
るのか、あるいは能動的に受け入れるのかとい
うのは、両方の側面があるというふうに思って
います。たとえば、近代は計画という概念です
べてをコントロールしようという性格を持って
いますが、計画にないものにどう対応するのか
を考えない時代が長くつづき、近年は計画の概
念に対する疑問がいろんな分野から出てきてい

ます。どのように環境を受け入れて、それに対
応していくのか。それがいま、まさに問われて
いるのかなと。一方で、害虫に抵抗する木や花
粉の少ないスギやヒノキなどの開発が進められ
ているように、環境に抗いながら環境を受け入
れるという、アダプトされた風景というものも
生まれています。我々は、ジロー先生がおっ
しゃったように、つねに自然と対話しながら、
対話のなかで形づくられていく風景、景観とい
うものに参加していく必要があるなとあらため
て感じています。
小野　京都を囲む山々から昭和40年代にはアカ
マツは全く消えたのに、松の割木を燃やす盂蘭
盆会の五山送り火の文化はいまも残っていま
す。最近では、自分のところの山に自前の割木
のための松がほしいということでアカマツの苗
木を植樹しはじめています。割木として使える
まで成長するのに50年かかります。それでも、
アカマツの山に戻したいというのが村人の切な
る願いであり、送り火という祖先の精霊への祈
り、自然への思いは今も変わっていない。風景
は変わるかもしれないけれど、文化というもの
を変えなければ、代替するものや再生すること
が出てくるのではないかと僕は思っています。

テクノロジーがもたらす
気候変動への迅速な適応の可能性

木内　ここからはちょっと違う角度から、本日
の環境の変化とそれへの適応という視点に対
し、点群データという技術がもつ可能性につい
て、マティアスさんにもお話を伺いたいと思い
ます。
マティアス　点群は今日のトピックのなかでも
とても大切な要素だと思っています。気候変動
によって環境は予想できないかたちで変わって
いき、景観も植生も、想像もしなかったかたち
で変わっていってしまっているわけです。この
スピードの変化にどう対応していくのかといえ
ば、選択肢は適応することしかありません。そ
うなると、変化に合わせて新しい文化が生まれ
たり、テクノロジーを使って新たに文化や行動
が決まってくるということがどんどん起こって
くるでしょう。環境との情報交換の早さが、変
わってきていると思うんですね。そういう点
で、点群の技術を使うことで街の情報を短時間
で明確にアップデートできますし、いま起こっ
ていることに素早く対応することも可能になり
ます。
　点群データを慣れているので当然のように
使っていますけれども、他の3Dのモデルを使
うと現実とは程遠いと感じます。つまり、点群
データによって異なるモデリングが可能にな
り、リアルワールドのなかでも設計していくこ
とができるようになった。これは非常に新しい
デザインのやり方であり、点群データで可能に
なった点だと思います。

４人の講演のあとは、木内俊克・京都工芸繊維大学特任准教授を交え、ディスカッションを実施。
その模様を編集・抜粋して一部紹介する。

答えのない未来を模索する「適応」と点群データの可能性

今宮神社御旅所プロジェクト
（2017‒2021）

点群庭園─音と映像の 3Dレコーディング
（2015‒2018）

データレコーディングによる空間把握と設計手法の革新を模索する、スイス連邦
工科大学チューリッヒ校との共同研究。京都の庭園を題材に3Dスキャンとサウ
ンドレコーディングを行い、得た点群データをもとに実在の場所を映像化するだ
けでなく、測定した庭の中に新たな空間を設計した。

京都最古の祭のひとつ今宮祭が抱える課題に対する方策を見出し、建築やデザイ
ンの提案とその実現を図るプロジェクト。2017年から実施された西陣、今宮神社、
剣鉾、今宮祭のリサーチを踏まえ、御旅所敷地全体のマスタープラン検討、複合
施設の設計案と事業性の検討などを行い、成果を展覧会で発表した。
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D-lab Related Project

Discussion

気候変動を見据えた景観デザイン──革新と伝統の融合
　KYOTO Design Lab［D-lab］が10周年記念シン
ポジウムとして開催した「風景の未来─誰が風景を変
えているのか？」では、気候変動や社会的変化に適応
するランドスケープや建築のあり方について、豊かな
議論が交わされた。このシンポジウムで得られた知見
は、D-labの研究活動に具体的な方向性を与え、気候
や文化の変化を受け入れつつ、未来の風景を創造す
る新たなアプローチを模索するきっかけとなっている。
　現在D-labが取り組む伊根町の研究は、シンポジウ
ムで議論された「伝統と適応の融合」を具体化するプ
ロジェクトだ。伝統的建造物群保存地区として知られ
る伊根町は、舟屋をはじめとする独特のランドスケー
プが特徴だが、漁業の近代化や担い手不足、さらに
高潮や水位上昇といった環境変化に直面している。舟
屋群はもはや本来の漁業のための機能を果たせなくな
り、観光資源として利用される一方、その基礎部分の
嵩上げなど維持・更新の必要性が高まっている。こう

した状況を踏まえ、D-labでは3Dスキャン技術を活用
し、舟屋群とその周辺をデジタルデータとして記録す
ることで、歴史性を尊重しつつ現代の技術やニーズに
応える建築デザインを模索している。
　また、マティアス・フォルマー氏がシンポジウムで
強調した「点群データの活用」は、このプロジェク
トの中核をなしている。D-labでは「点群コラージュ」
と呼ばれる設計手法を実践し、設計対象地の3Dスキャ
ンデータに別の場所の点群データを重ね合わせること
で、新しいランドスケープデザインを生み出そうとし
ている。これは、従来の二次元平面図から三次元へ変
換する手法とは異なり、最初から三次元データを扱い、
そのまま設計に反映させる革新的なアプローチだ。環
境変化が加速する中、この手法は迅速な対応を可能
にし、気候変動に適応するデザインの新しい可能性を
切り開くと考えられる。
　さらに、シンポジウムで小野芳朗名誉教授が提起し

た「風景を共有財として再定義する」という視点も、
伊根町のプロジェクトに深く影響を与えている。舟屋
や主屋、蔵といった建築群は、単なる観光地ではなく、
地域の生業や文化が反映された「共有の場」であり、
未来へと引き継ぐべき価値を持つ。D-labでは、AI技
術を活用してこれらの建物のファサードパターンを生
成する試みを進めており、文化的背景を尊重しつつ現
代的な更新を行う方法を探っている。この取り組みは、
技術革新と伝統的ランドスケープの保存を両立させる
ものであり、地域住民や観光客を巻き込んだ新しい価
値創造につながる可能性を秘めている。
「Designing Possible Futures」というスローガンの
もと、D-labはこれらの取り組みを通じて、気候変動
時代におけるランドスケープデザインの新たな可能性
を追求し続ける。シンポジウムで得られた知見を基盤
とし、未来の風景を描くプロセスを社会や地域ととも
に進めていきたいと考えている。

木下昌大Contribution

シンポジウムの翌日である 2023年 9月
17日、クリストフ・ジロー氏やマティアス・
フォルマー氏、KYOTO Design Labメン
バーらで「清風荘」の視察を実施した。
また、視察後には ETHのプロジェクトか
ら学び、組織内で生まれたデジタルアーカ
イブのプロジェクト「ダイナミックヘリ
テージ」における、庭園のアーカイブとそ
の手法を紹介・共有。それを元に活発なディ
スカッションがおこなわれた。

清風荘の視察

3.「清風荘」は京都市左京区にある近代近代
和風建築群および庭園。近世に営まれた公
家・徳大寺家の別業「清風館」にはじまる。
同家の子息で近代を代表する政治家・西園寺
公望（1849～ 1940）の京都での邸宅とし
て実弟の十五代住友吉左衛門友純（1864～
1926）によって大正初期に整えられ、「清風
荘」となった。建物は二代目八木甚兵衛と上
坂浅次郎、庭園は七代目小川治兵衛が手がけ
た。昭和19年に京都大学が譲り受け現在に
至る。12棟の建物が国重要文化財、庭園は国
名勝に指定されている。一般には非公開。
4.清風荘庭園にてアカマツを観察する視察団
の様子。
5.左から、クリストフ・ジロー氏、マティア
ス・フォルマー氏
6.左から、津田和俊准教授、井上智博氏。清
風荘の一室で行われた、点群データに関する
ディスカッションの様子。

Visit

　清風荘に招いてくださり、とても特別なことで大
変うれしく思います。日本ではいつもわかることと
わからないことが必ずあるのですが、今日も、ティー
ハウスなのににじり口がないことや座敷に縁側がな
いことなど、わからないことがありました。ロジカ
ルに考えていく視点からすると、日本のこういった
庭にふれることはすばらしい経験であると同時に、
つねに何かはぐらかされているような気持ちにな
り、そこが面白い部分です。
　ETHとKYOTO Design Labは10年間にわたって
コラボレーションしてきましたが、しっかりと京
都というトピックを引き継いでいきながら、そこ
に3Dスキャナーの新しい技術を入れ込んでいくと
いう部分において、確実に引き継ぎと変化の両方が
起こっているということがとても印象に残りました
し、大事な点だと思います。いま我々がタッチして
いるような新しい技術と、京都に積み上がった伝統
的なプロトコルを組み合わせ、どのように未来に送
り出していけるか。関心を持っています。

視察を終えて
クリストフ・ジロー

1.「世界中のあらゆる文化やそれぞれの自然
は国によって違う。その違いというのが一番
大切な点だと思います。生態学的アプローチ
よって全ての問題が解決するという考え方は
危険ですね。」とクリストフ・ジロー氏。
2.左から、木内俊克特任准教授、マティアス・
フォルマー氏、小野芳朗名誉教授、クリスト
フ・ジロー名誉教授、中嶋節子教授、木下昌
大准教授

木下昌大
京都工芸繊維大学 デザイン・建築学系 准教
授。専門は建築設計。自然や都市コミュニティ
を再生する空間づくりを目指し、機能だけで
なく文化も含め多角的に捉えた持続可能な建
築デザインを研究。
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－文化財保存における
新しい方法論

「デジタルゼネコン」を掲げる清水建設で設計を担
当する池内氏からは、文化財のデジタル化事例とし
て「曹洞宗の寺院・晧台寺の再建計画」と「曹洞宗
の大本山・永平寺のデジタルツイン制作」を紹介い
ただいた。
　まず、晧台寺では本堂・僧堂・幼稚園の建替工事
をおこなったが、宮大工がデジタル技術を有してい
たこともあり、伝統建築のデジタル化のためのワー
キンググループ ｢Digital宮大工｣ を発足。3DCAD
やドローン、ARを活用した。また、永平寺では伽
藍内の文化財19棟の3次元点群測量を実施し、デジ
タルツインを制作したという。
　社寺のデジタル化について、池内氏は「点群デー
タをアーカイブとして保存するのはもちろん、今後
は耐震診断や構造解析、学術的な調査、仮設計画な
どに用いる予定」と説明。「設計においてデジタルデー
タを作成することによりシミュレーションが無限にで
きる」とし、「手仕事を大切にしながら、デジタル化、
ロボット化も進めていきたい」と締めくくった。

デジタル宮大工
［Speaker：池内 匠］

　これまで建築遺産の継承は、「保存」「安全・安心」「再生・活用」という3つの
側面から考えられてきた。なかでも建築遺産の保存は“高度なローテク”を用い
るかたちで一般解ではなく個別解を積み重ねてきた分野だ。たとえば、日本に
おいては木造建築の保存に際して解体修理が手法として用いられてきた。だが、
3Dスキャニングの導入などにより、この修理のあり方も考え直す必要に迫られ
ている。
　このような現状について、清水氏は「個別性とローテクを積み重ねてきた文化
財保存の世界を、すべてハイテクに置き換えることは現実的ではない。保存・安全・
活用の3つの側面に寄り添う先端技術の応用のあり方をいかに追求していくのか
を考えることが、ダイナミックヘリテージの求める目標ではないか」と指摘した。
　その上で、清水氏は学生たちによる先端技術を応用した研究事例を紹介。「す
でに存在しているものに先端技術を当てはめることによって建築遺産の世界を広
げる、あるいは先端技術の応用可能性を広げることができる」と、研究の成果を
報告した。

先端技術は建築遺産をいかに拡張させうるか
［Speaker：清水重敦］

　伝統的建築物の構造性能確認に点群データを活用する上で課題となってくるの
が、点群データと建築構造設計に有効な情報の質が異なる、という問題だ。たと
えば、構造性能確認のためには点群データのままの表面情報から柱や梁といった
構造部材の情報を抽出しなければならないが、膨大なデータの中から手動で抽出
することは非効率であり、構造部材を抽出するセグメンテーション手法を開発す
る必要がある。
　この課題について、満田氏は「メッシュ化することなく点群デジタルデータの
ままで構造部材として抽出することが、ある程度、良好な精度でできるように
なった」と研究成果を報告。部材芯情報や断面情報を把握することも可能になっ
たとし、今後の課題として「手動作業のさらなる縮減と、構造化・非構造化を判
定する機能や構造解析モデルの精度の向上」を挙げた。さらに、「一番難しいのは、
おそらく部材同士の接合関係の把握」としたが、「そう遠くない状況で構造解析
モデル化ができ、耐震診断が比較的早くできるようになるのではないか」と展望
を語った。

伝統的木造建築物の構造性能確認を見据えた
点群情報の構造利用
──構造部材情報の抽出から構造解析モデルの作成まで
［Speaker：満田衛資］ 　歴史的建築物である和楽庵（旧稲畑勝太郎邸洋館）の移築再生プロジェクトを

例に、バルナ氏は歴史的建築物の改修・修復において、職人が持つ技能と並行し、
どのようにデジタル技術を活用しうるかについて語った。
　和楽庵は洋館でありながら、社寺建築の古材を転用した「蟇股」や斜めの削り
加工を施した「ナグリ板」が使われており、蟇股の欠損部は植物由来のフィラメ
ントで3Dプリントしたもので復元。ナグリ板は3Dデータを元に職人とともに治
具を作成し、木工用電動工具であるルーターを用いて学生にも容易に施工可能な
システムを構築した。「最終的にはアナログだが、治具を設計するにはデジタル
データが非常に大事だった。デジタルがメディアとして存在し、それを通して工
事のさまざまなフェーズが繋がった」という。
　その上で、バルナ氏は「職人による作業の価値的な効率をどう目指すか、そこ
ではどんなふうにデジタル加工を導入できるかを考えないといけない」「職人が
いままで積み重ねてきた知恵の上に接合点をつくり、先端技術の導入の仕方を研
究していきたい」と述べた。

職人を支える先端技術
──デジタル拡張による伝承支援や質的効率化
［Speaker：バルナ・ゲルゲイ・ペーター］

　伝統建築を継承するのに欠かせないのは熟練した技能を持った職人の存在だ
が、職人の減少が課題となるなか、いかにデジタル技術を活用することができる
か──。構造解析を専門とする村本氏が取り組んでいるのが、モーションキャプ
チャを用いた左官職人の技能のアーカイブ化と、そのデータを利用したロボット
アームによる左官作業の実践。「職人の動作をアーカイブすることは技能の種と
して文化を後世に残すことに貢献する」と語り、MRデバイスなどを活用するこ
とによる職人育成の学習ツールとしての利用も検討されているという。こうした
データは左官職人にかぎらず、大工など多様な職人を対象として展開できる。
　伝統建築の生産現場においても施工の機械化が進むことが将来的には想定され
るが、研究において最終的なヴィジョンとして想定されているのは「職人とロボッ
トが一緒に働く未来の建設現場」。デジタル技術を活用した伝統的な技能の継承
の意義の大きさについて考えさせられる成果発表となった。

職人の動作を集める
［Speaker：村本 真］
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「ダイナミックヘリテージ」とは、多層
的で複雑な文化遺産の価値を静的にまと
めるのではなく、動的に時間軸を持った
状態で記録し、物や人も含めて文化遺産
の保存の判断プロセスをデジタル技術に
よって支えることを意味する。今回のシ
ンポジウムでは、文化財保存において現
状を詳細に記録できる点群データなどの
先端技術の活用例の報告をはじめ、先端
技術というメディアを通して人と人、建
築と人をどのように繋げることができる
かなど、文化財保存の未来を描くために
必要な提言がおこなわれた。

Dynamic Heritageとは
ダイナミックヘリテージ

　日本の総人口は2070年には9000万人を割り込むと
推計されているが、人口減少の一方で加速している
のが都市部への人口集中だ。2050年には地方部の6
割以上の地域で人口が半減以下になり、全体の約2
割の地域が無居住化すると見られているが、そうし
たなかで文化財が失われていくのではないかと懸
念されている。実際、山口県萩市や石川県金沢市、
東京都台東区谷中地区といった地域では、5年間で
10％の文化財（未指定）が喪失したというデータが
あるという。
　岡本氏は「文化はひとつの文化財で語れるもので
はない。神社を例にすると、本殿だけが重要文化財
に指定されていたとしても、鳥居や御神体の山、祭
りといったものがなければ神社として一体性が残ら
ない」と指摘。さまざまな文化財がリンクして文化
は成り立っており、その全体を残していくためにも
先端技術の活用は大きなウエイトを占めていくこと
になるのではないか、と所感を語った。

文化財の保存・
活用の新しい流れ
［Speaker：岡本公秀］ 　大型木造建築の再建プロジェクトにおいてデジ

タル技術を活用し「繋げていく」取り組みをおこ
なっているという林氏。たとえば、推計した木材の
材質や各部材の寸法といった情報をBIM（Building 
Information Modeling）に入れ込むなどし、木材の
調達の担当者と共有。このようにさまざまな情報を
デジタルで連携・共有することで多様な現場間を繋
ぎ、円滑な進行に役立てているという。
　さらに、一つひとつ形にばらつきがある梁を再現
する際には、1本ずつ3Dスキャン・プリンター出力
し、実際に触りながら検討。一方、宮大工の棟梁に
よる墨付け案は手書きでおこなうなど、デジタルと
アナログを行き来することも。「すべてにおいて3D
がやりやすいというわけではなく、場合によっては
2D的な見方をするほうがわかりやすいということも
ある」と実感を語った。
　伝統的建造物のプロジェクトでは設計者と施工者
のあいだに重ならない領域が生まれることがあると
言う林氏は、「そのあいだを新技術で繋ぐことによっ
て、うまくプロジェクトを進めることができる」と
コメント。新技術で繋ぐという職能の必要性を認識
させられる講演となった。

繋げるための情報活用
［Speaker：林 瑞樹］

シンポジウムの冒頭に行われたバルナ・ゲ
ルゲイ・ペーター氏によるダイナミックヘリ
テージについての説明資料の一部。複雑に構
成された文化遺産の価値を時間軸と共に動的
に記録していくことの重要性が表されている。

Text：岡田芳枝　Edit：光川貴浩／窪田令亜　Photo：石本正人
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2Dと３Dの接続について

清水　点群データに関して興味深かったのは、
林さんや池内さんから、2Dの図面を経ずにい
きなり3Dから施工に結び付けるといったお話
があったことです。大工の仕事は２Dで考えら
れてきていますが、どのように3Dに接続して
いるのか、とても気になりました。
林　私自身は「何をどうやってつくりたいの
か」という情報を伝える際、この相手には2D
で伝えたほうが良さそうなら2Dで伝える……
といった感じで、最適に意思伝達するための情
報、モデルを整備することに重きを置いていま
す。なので、必ずしも3Dというわけではなく、
目的に応じて使えるモデルをつくり、いろんな
アウトプットができる状態にしたいな、と考え
ています。
清水　文化庁の記録はこれまでは2Dのもので
すが、今後3Dの扱いはどうなっていくのでしょ
うか？
岡本　現在は重要文化財の図面の管理なども基
本的には紙ベースで、PDFになっているもの
も手書きの図面をスキャンしているような状態
なんです。ただ、きょうのお話を聞いています
と、3DやBIMといった建物の情報をかなり内
包した状態で後世に受け継いでいくことができ
るようなアーカイブになるということですか

ら、文化財全体を管理している立場としては今

後考えていくべき課題であることに気付かされ
ました。
清水　なるほど。では、3Dスキャンの点群デー
タをベースにした展開について、満田さんはど
のように考えていますか。
満田　私の場合は「構造技術者の役に立つため
には点群データはどうあるべきか」という点が
ベースにあります。とくに京都の町家はすぐ
に潰されてしまうような状況ですので、３Dス
キャンで簡単に測量できる、簡単に耐震診断で
きる状態を目指しています。

ロボットを活用した技術の継承

清水　バルナさんと村本さんからは、職人の技
能と先端技術をめぐる研究や取り組みのお話が
ありました。ぜひ、池内さんや林さんにゼネコ
ンの立場から感想をお聞きしてみたいのです
が。
林　池内さんも発表のなかでお話されていまし
たが、私も宮大工さんのデジタル技術の普及率
が高いような印象を持っているんですね。自分
たちがつくる建物がより良くなるのであればな
んでも貪欲に取り入れていきたい、という方が
すごく多い。なので、新しい技術といままでの
技術をハイブリッドさせていくことにマッチし
ている職種だというふうに感じています。
池内　宮大工さんって、頭の中が3次元と2次元
を簡単に行き来できるように鍛えられているの
かな、と思うことがよくあります。
清水　宮大工さんの場合は先端技術をどんどん
取り入れていける可能性が高い、と。ただ、そ
の絶対数が減っている現状をどうするのか。村
本さんはその状況を研究を通してフォローして
いこうと考えているわけですよね。
村本　そうですね。たとえばですが、今後の教
育として大学で3Dについて学び、左官職人に
なって起業するといった流れが期待できると、
日本の新しい施工現場が生まれてくるのではな
いかと思ったりもしています。
清水　政府は文化財の存続に欠かせない重要な
技術を保護するために「選定保存技術」の制度
を設けていますが、岡本さんは伝統技術とロ
ボットについて、どのようにお考えでしょう。
岡本　そうですね。単純作業をロボットに任せ、
精密さが求められる部分を人間が担うという未
来は現実的かと思います。ただ、文化財に関し

ては、清水さんがお話されたように個別解とい
うものが非常に多くて、それぞれの部材ごとに
扱いが変わってくるということがあり得ますよ
ね。それをどういうふうに対応していくのかを
考えていかなければいけないと思います。

BIM化で注意すべきこと

清水　バルナさんに訊きたいのですが、林さん
が紹介された「3Dモデルをつくって検討し更
新していく」という事例は、ラピッドプロトタ
イピングですよね。
バルナ　そうですね。大事なのは、BIM化する
こと、特殊なフレームワークを開発して固めて
いくのではなく、発生している問題によって柔
軟に手段を選ぶことだと思います。
清水　たしかに、BIM化で可能性が広がったり
合理化が進んだりするのだけれど、たとえば復
元事業では当時の設計者の想いのようなものに
迫れなくなることはないだろうか、システム化
が想いへの接近を阻むことにならないだろうか
と少し心配にもなりました。
林　20 ～ 30年前に手書きからCADになったと
きにもやはり同じようなことが言われていた
のですが、その点は絶対に気を付けなければい
けない話だと思っています。新しい技術に変わ
るときにはやり方が変わるので、何かがすっぽ
りと抜け落ちてしまうリスクが出てきてしま
う。伝統建築ももちろんそうですし一般的なプ
ロジェクトでも、とにかくBIMを活用すればい
いと考えることには注意が必要だと考えていま
す。
清水　ありがとうございます。きょうはダイナ
ミックヘリテージというタイトルで、先端技術
を建築遺産に適用したときにどういう世界が開
けるかについて話をしてきましたが、未来をつ
くるための可能性を強く実感できるイベントに
なったのではないかと思います。我々の大学に
おける試みも一定の意味がありそうだと認識で
きましたし、文化庁の政策やゼネコンのみなさ
んが取り組んでおられることについても、情報
の共有、同じプラットフォームをつくって育て
ていくことがとても大事だということを認識す
ることができました。本日お集まりいただいた
みなさまにも、あらためて感謝申し上げたいと
思います。

講演後におこなわれたディスカッションでは、さらに議論を深めるべく、
2Dから 3Dへの接続や、職人の技術・技能とロボットの今後の展開、導入が進む BIM化に際しての注意点など、
多岐にわたる意見交換がおこなわれた。
そのディスカッションの模様を、編集・抜粋して一部紹介する。

文化財保存×先端技術のより良い未来に向けてDiscussion

1.名古屋城天守のBIMモデル（竹中工務店）
2.左から、清水重敦教授、岡本公秀氏、池内匠
氏、林瑞樹氏、バルナ・ゲルゲイ・ペーター氏、
満田衛資教授、村本真准教授
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伝統建築× AI×ロボティクス──次世代の建築技術がもたらす可能性
　様々な業界で、漫画や映画の未来予想が現実とな
りつつある。その背景には、情報技術の発展が寄与
している。Dynamic Heritageにおけるプロジェク
トも同様であり、点群データを単なる測量技術と
して用いるにとどまらず、伝統木造建築の価値共
有のメディアとして活用されている。また、点群
データの詳細な記録を構造解析等のエンジニアリ
ングのための基礎データとしても利用している［1］。
Dynamic Heritageでは、変わる文化財のありよう
を「いま」の技術で捉えることがおもしろい。
　Dynamic Heritageの関連プロジェクトでは、点
群データを活用した建物の耐震診断が実施されてい
る。全天球カメラによる写真データも併用し、建物
の性能評価の議論に役立てられた。情報技術を積極
的に活用するヒトが異なる分野から集まり、ひとつ
のプロジェクトに参加した。学生のプロジェクトへ
の参加は、大学院における実践的な改修あるいは構
造設計の学びの場となっている。参加学生には、点
群データの処理や解析モデルの構築において、これ
まで以上に情報技術にフレンドリーであることが求
められているが、刺激的な学習環境でもある。
　大学院の演習では、従来は手作業での測量結果を
基に、耐震性能評価や構造解析を実施していたが、

現在はデジタルデータに基づいて性能評価モデルの
構築が進められている。全ての処理が自動化されて
いるわけではなく、人の判断が必要な場面も多いが、
デジタルデータの活用により判断の定量性が向上し
ている。
　筆者の研究では、これまで「未解明の課題の解
明」に注力してきた。特に、土壁の性能解明により
古い木造建築の保存を可能とし、その設計への活用
を図ってきた［2］［3］。しかし、 Dynamic Heritageの
プロジェクト等を経て、「これまで不可能だったこ
とを可能にする」ことを目指す研究へと展開した。
　具体的には、Dynamic Heritageの実現のための
要素技術の開発に取り組んでいる［4］。古い木材の
材料特性を非破壊検査によって、その性能曲線（応
力－ひずみ関係）まで把握すること、木部材の性能
を高精度に評価する解析手法（解析モデル）の開発、
職人（ヒト）と協働できるロボット施工法の開発で
ある。これらの成果は文献[4]に述べたが、建築構造
から、ヒトとロボットによる建築工法・施工の研究
に領域が広がったことが大きな変化である。
　これらの研究は、Data-centric AIの活用によっ
て実現される。Data-centric AIは、Andrew Ng氏
によって提唱され、モデルよりもデータに主眼を置

くアプローチである。Dynamic Heritageでは、他
分野で開発された手法を建築に応用し、伝統木造建
築の保存・再生における新たな可能性を切り開く。
Data-centricとするには、データの収集と作成に工
夫が必要であるが、それ自体が興味深い挑戦である。
　こうした技術の進展により、伝統木造建築の構造
設計や耐震性能評価で、建物全体の解析モデルをつ
くることには変わりないものの、過去の実験データ
から予測される耐震要素や材料性能を活用できるよ
うになることが期待される。現在、この基盤構築に
向けた取り組みが進行中である。

村本 真Contribution

参考文献
[1] 加芝亮, 平岡縁, 満田衛資：機械学習アルゴリズムを応
用した伝統的木造建築物における点群情報からの構造
部材セグメンテーションと3次元構造解析モデルの作
成手法, 日本建築学会構造系論文集, 第89巻, 第824号, 

pp.1176-1183, 2024

[2] 京都市都市計画局建築指導部：「京町家できること集－
建築基準法の適用除外制度の紹介と建築基準法の下で
できること－，令和3年改訂版，pp.62-64，2021

[3] 京都左官協同組合：「京都左官協同組合京土壁仕様」の
特徴と使い方，http://kyotosakan.com/021.html，
（2025.1.17参照）

[4] 村本真：木造建築を安全に使い続けるための技
術 ̶ 特 集 続 け る，Re: Building Maintenance & 

Management， Vol.46， No.2， pp.10-13, 2024

岐阜大仏及び正法寺大仏殿 3次元測量調査
（2020‒2021）

和楽庵サイバーハウス化プロジェクト
（2019‒2021）

京都工芸繊維大学に移築された歴史的建築物である旧和楽庵洋館を、先端技術に
より「生きた建築」として再生するプロジェクト。「拡張」というテーマのもと
5つのプロジェクトが展開され、職人技術によって製作される外壁のなぐり板を
デジタル技術で復元製作する取り組みは、ウッドデザイン賞2021を受賞した。

江戸時代後期に造営された日本最大規模の塑像である岐阜大仏とその大仏殿を3D

スキャナー測量を用いて実測し、その構造・技法・意匠の特徴を分析、保存修理
に貢献することを目的とするプロジェクト。高精細の点群データをデジタルアーカ
イブし、その利活用マニュアルや３Dスキャンデータに基づくVR映像を制作した。

D-lab Related Project

1413

村本 真
京都工芸繊維大学 デザイン・建築学系 准教
授。専門は構造解析。建築構造設計を支援す
るシミュレーション技術や、伝統建築物の保
存設計のためのロボットアームによる施工法
を研究。

撮影協力 : 岐阜市 正法寺



Report Report

Speakers

ジル・レツィン
co-founder and CTO／ ChiefArchitect,
Automated Architecture ltd.

山上浩明
株式会社山翠舎 代表取締役社長

厚見 慶
筑波大学 博士研究員 兼 三菱地所設計

木内俊克
京都工芸繊維大学 特任准教授

バルナ・ゲルゲイ・ペーター
京都工芸繊維大学 特任研究員

戸村 陽
京都工芸繊維大学 特任研究員

呉 明珊
京都工芸繊維大学 教授

Date

2024年

3月8日（金）

Location

京都工芸繊維大学
KYOTO Design Lab 2F

Program Title

オルタナティブな未来へ：
木質材料の新しい
デザイン・加工・組立システム

　建物環境における複雑なシステムをいかに解決するのか、人を中心に据えた社
会をどのようにつくっていくのかについて研究を進める呉氏。産業界のデジタル
化の遅れ、生産性の低さの理由について呉氏は「細分化」を原因に挙げ、「どのよ
うにマテリアルを動かしプロジェクトを進行するかということだけではなく、他

の分野といかに統合・融合していくのかが重要」と指摘。インテグレーテッド･プ
ロジェクト･デリバリーなどのプロジェクトモデルを紹介した。また、デジタル化
が遅れる建築業界の大規模なロボティクスの実現のためには自動車業界や製造業
界からの学びが必要であることや、リーンシックスシグマの重要性が語られた。

Large-scale Timber Construction:
State-of-the-art Digital Design and Digital Fabrication
［Speaker：呉 明珊］
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Adaptive Design
1.Adaptive Design & Assembly System 

Utilizing Reclaimed Timbers（2024年）
2.山翠舎が所有する古木の倉庫（長野県大
町）。
3.TSUGINOTE TEA HOUSE（2023年）
4.AUAR robotic micro-factory photo 

credit: AUAR

Text：岡田芳枝　Edit：光川貴浩／窪田令亜　Photo：石本正人

未曾有の社会及び気候変動に直面し、近代主義的な価値観は今まさに転換を迫られている。
同じ品質のものを素早く大量に供給することから、カスタマイズされた製品をその都度適切な量だけ流通させることへと、
社会の関心は移行しつつある。
このような関心に対応するため、近年のデジタル技術を活用したオルタナティブな木質材料のデザイン・加工・組立システムについて、
幅広い視点・立場から議論がおこなわれた。

オルタナティブな未来へ：
木質材料の新しいデザイン・加工・組立システム

　木内氏は、解体木材をはじめ、販売経路にのらない間伐材などウッドチップや
燃料にしかならなかったものに建材用途を与え再生した非規格材の総称としての
「Reclaimed Timbers（再生木材）」の活用についてのプロジェクト「アダプティ
ブデザイン＆アセンブリシステム」について発表。3Dスキャニングによる一本
一本異なる形状をもつ再生木材の計測や、それら複雑な形状をもつ木材を構造物
のグリッドに配置するコンピュテ―ショナルな手法の提案と検証、接合部の構造
性能の特定など、再生木材を活用するにあたって重要となるデザインシステムを
実例に沿って紹介した。また、再生木材の収集と供給の面では、解体、回収、洗
浄、乾燥、保管、流通といった物理的な側面のみならず、データ管理が課題にな
るという指摘や、それぞれ異なる特性を持つ再生木材を構造物として活用するた
めには3Dスキャンで得られる形状データと、構造強度のデータを共にビッグデー
タとして蓄積し、マシンラーニングによる強度推定を可能にしていくことの必要
性などが語られた。
　マス・カスタマイゼーションやインテリジェントなサプライチェーン、IoTな
どが重要視されてきた「インダストリー 4.0」から、より人を中心に据えた「イ
ンダストリー 5.0」へと産業界は移行しつつあると指摘したバルナ氏は、伝統的
な大工の道具を紹介したうえで、いまあるものを捨てるのではなく、伝統的な手

法とプログラミングや3Dスキャニングといったデジタル技術を融合させていく
ことの必要性について説明した。またこれらのデジタル技術が伝統的な技術と融
合していく為には、それが誰にとっても物理的・技術的にアクセスしやすいもの
であるだけでなく、経済的にもアクセスしやすいものであることが求められるこ
とを指摘した。ツールをいかに組み合わせやすいかたちで組織化し、アダプティ
ブに使っていくかが大切だと語った。
　木内氏、バルナ氏とともにプロジェクトに参加する戸村氏からは、プロジェク
トチームで教育プログラムとして実施しているスタジオの将来の展望が提示され
た。そのひとつが、AR技術を用いた人の手とデジタル技術の融合。たとえば3D
モデルをARにより直接空間の中で制作可能にすることで、専門スキルがなくて
も空間を構想できるようになる。また、直感的にツールを操作できることで、手
仕事にそなわるクラフツマンシップをデジタル側に取り込むことができるとい
う。さらに今後はアダプティブシステムデザインの構築によって人とマシン、バー
チャルスペースとフィジカルスペースのあいだを繋いでいくことを構想。このイ
ノベーションによってクリエイティブデザインがさらに強化されるものになるは
ずだと締めくくった。

　古民家再生、古木の解体／回収／流通から、古木による建築の設計施工にわた
るまでの取り組みのリーディングカンパニーとして知られる山翠舎（さんすいしゃ）
の山上氏は、山翠舎におけるこれらの取り組みについて「サーキュラーエコノミー」
と「アップサイクル」をキーワードにして解説。「古い木を活用していくには人間の
手仕事、職人の技が必要不可欠」と述べたうえで、手仕事を核としながらも、積極
的にデジタル技術活用を組み合わせたプロダクト製作の事例を紹介した。また、今
後は古木の管理や3Dスキャニングの高速化・効率化、将来的にはロボットアーム
を使った加工の手仕事との融合などを京都工芸繊維大学と共同研究する予定である
とし、歴史と伝統を受け継ぎながら新たな価値を創出していくこと、そして地域に
根付いた循環型社会を実践するリーダーとして邁進していきたいと抱負を語った。

Use of “Ancient Trees” as Circular 
Economy Practice
［Speaker：山上浩明］
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　厚見氏は、3Dプリント技術と伝統的な木工継手仕口の技術を組み合わせて共同
設計した「TSUGINOTE TEA HOUSE」について解説をおこなった。「TSUGINOTE 
TEA HOUSE」で目指したのは、設備投資を要する大規模なプリンターで大きな
構造物を出力するという発想ではなく、デスクトップ3Dプリンターで印刷できる小
さなモジュールの組合せで大きな構造をいかにつくれるのか、日本の木の指物を曲
面パネル構造に応用するとどうなるのか、ということ。最終的には1000個以上のピー
スをデスクトップ3Dプリンターで製作、継手と仕口を曲面パネル形状に対応した
形で適用することで分解・移設を可能とし、木質フィラメントを使用することで環
境にも配慮した。今後このシステムを住宅建築にも応用する取り組みが始まってい
るが、「3Dプリンティングのパネルを持ち運び、好きな場所で組み立てて生活できる」
という将来的なビジョンも明かされた。

Assembly and Fabrication of Double-Curved 
Panel Structures Using Japanese Wood 
Joints Created with Desktop 3D Printers
［Speaker：厚見 慶］
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　床にも壁にも適用できるレゴのような木質ブロックを建設単位とし、そのブロッ
クをロボットにより組み立てるマイクロファクトリーを、小規模だが分散的に配置
したネットワークをつくることで、既存の木造建築と比較して圧倒的な建設スピー
ド、コスト削減、持続可能性の実現を提案している「Automated Architecture」
（AUAR）。AUARではロボットやロボットセルのためのソフトウェアを既存のビ
ルダーに提供し、技術ライセンス契約によるコラボレーションで事業を展開してい
る。「建築というのは誰にとっても手に届くものでなければならない。すなわち大
量につくれる建築物でなければなりません」と話す共同創業者兼CTOのジル氏は、
「ロボットやAIを使うことの鍵となるのはデザインから建築まですべてやるという
こと。私たちの会社名は『Automated Architecture』ですが、これは『Design To 
Architecture』と言ってもいいかもしれない」とし、今後はロボットセルの活用に
より、地域の特性に応じた住宅づくりの環境をロボット自身が整備し、さらには都
市やコミュニティの自律的な形成につなげていくビジョンを示した。

Discrete automation
with timber building blocks
［Speaker：ジル・レツィン］
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厚見　本日取り上げられたプロジェクトに共通
して大事だと感じられたのは、やはりどうビジ
ネスを考えるかということでした。たとえば再
生木材は2つとして同じものはなく、その構造
や製品の質をコントロールするのが難しい。こ
れを市場にスケールアップしていくときに、ど
うやって質をコントロールするのか、どう定義
するのかが非常に重要になってきます。たとえ
ば、どのように処理をするのか、どのように加
工するのか。定義が可能になったとして、では
異質なエレメントにおいてそれらをどう制御可
能な範囲で担保するのか……といったように、
必要なアクションを定めていく必要がありま
す。
山上　ビジネスが大切だというお話は、そのと
おりですね。今日、私が伝えたかったことも、

どうやって価値をつくり出すか、ということで
す。コストダウン以上に、どれだけビジネスの
対象となる古民家や古材の単価を押し上げる価
値をつくることができるのか。みなさんのお話
を伺って、今後業界全体がどういうところに向
かっていくのか、いろいろな考え方を得ること
ができ、とても勉強になりました。
戸村　建築家として興味深かったのは、インダ
ストリー 5.0、それからカスタマイゼーション
やフレキシビリティの話です。たとえば山上さ
んのケースでは、設計が素材そのものを起点に
考えられている。ジルさんのケースはユニット
デザインを採用し、それを地元の産業基盤に埋
め込んでいくかたちで構成されている。少し時
代をさかのぼれば、設計も大工さんなどつくる
人たちが直接的に担っていたわけで、そうした
状況にいま戻りつつあるのかなと感じました。
将来どうなっていくのかも興味があるところで
す。
バルナ　たんに自動化やデジタルツールを使う
ということだけではなく、新しい質を生み出し
ていくということが重要だと感じました。自動
化やデジタルツールを用いることで、設計やつ
くり手といった枠を越えたそれぞれの役割を果
たす人々が、より大きな自由度を手に入れるこ
とができると思います。建築だけではなくどの
分野でも言えることだと思います。山上さんも
おっしゃったように、社会のなかで新たな枠組
みをつくっていくことができればと思いまし
た。
呉　コストが高すぎてうまくいかないことがあ
るように、ビジネスが成り立つかどうかは非常
に重要なことだと思います。たとえば、すべて
のコストに関わるサプライチェーンがどうなっ
ているのか考えることも重要ですし、どのよう
にさまざまなステークホルダーと協働して実現

に動くかということも重要です。今日のシンポ
ジウムでは、多様な分野の人が集まり、建築業
界の将来について話し合うことができたことが
良かったです。
ジル　産業界を考えるうえで大切なことは、イ
ノベーターと技術のスタートアップがつねに協
力することです。協力することで技術による
力を与えることができるからです。たとえば、
ごく初期の段階でテックインダストリーから
フィードバックを得ながらプロジェクトを進め
ていく。コントラクターやエンジニア、建築家、
皆が一緒になって進めていくことが大切だと考
えます。
　私の最終目標は、革新的な製造プロセスをつ
くることにあります。同時に、既存のものもす
べて活用したい。システムというのは、拡張し
ようと思うのであればオープンであることと、
コンパティビリティの両方が必要になります。
そしてすでにマーケットに存在する既存のもの
に適用できるものでなければならないと思いま
す。
木内　デザインするシステムがオープンである
こと、また既存の別のシステムに対しても接続
性があることは、そのままアダブティブ＝適合
的であることの定義に重なってきますね。本日
はありがとうございました。

7名による講演のあとには、木内氏が進行を務めるかたちで締めくくりのパネルディスカッションを実施。
それぞれの登壇者の講演で考えたこと、さらにアダプティブデザインの社会的な実装に向けて必要と考えられる視点が多角的に議論された。
そのディスカッションの模様を、編集・抜粋して一部紹介する。

アダプティブデザインDiscussion

1.シンポジウム会場で展示されていた木材。
1つひとつにバーコードがつけられ、木材の
情報を読み取ることができる。
2.左から、山上浩明氏、厚見慶氏、ジル・レ
ツィン氏。
3.左から、バルナ・ゲルゲイ・ペーター氏、戸
村陽氏、木内俊克特任准教授。

1

2

3

2

オープンシステムとしての建築デザインの実践
KYOTO Design Lab 10周年記念連続シンポジウム
「アダプティブデザイン」では、本学でも取り組ん
でいる木材及び木質材料のデザイン・加工・組み立
てにおけるデジタル技術導入の最新事例を軸に活発
な議論を行った。重要な論点として、導入する最新
のデジタル技術がもたらすデザイン・加工・組み立
てのシステムがオープンであること、つまり既存の
別のシステムに対して接続性があることが、そのシ
ステムがアダブティブ＝適応的であるということで
あり、最新のデジタル技術導入が既存マーケットに
おいて有効に働くか否かの重要な鍵を握るのではな
いかという指摘があった。
　国際社会における日本の特徴として、伝統的な木
造技術が現在でも生きたかたちで継承されつつ、一
方で同技術を担う職人数の減少により同時にその存
続があやぶまれてもいるという状況がある。そこで
適切なデジタル技術導入により量的にも質的にも伝

統的な技術の不足を補い、また人の手とデジタルの
融合を、そのどちらだけでも達成できない新しい技
術領域につなげていく未来が、切迫感をもって要請
されていると筆者は考えている。そしてその描くべ
き未来において、新しく導入する技術を、上述の意
味でのアダブティブ＝適応的なものにしていくこと
は外せない必要条件となるだろうことを、本シンポ
ジウムではあらためて認識させられた。
　筆者らが本学で取り組んでいる「Adaptive 
Design and Assembly System Utilizing Reclaimed 
Timbers」のプロジェクトでは、曲がりやほぞ穴と
いった個別・固有の不定形部位をもつ解体木材の
リユースを3Dスキャン及び伝統木造の継手仕口を
CNC切削可能なかたちで再解釈した接合部で実現
する研究の、第一弾プロトタイプとなった構造体が
2024年8月に竣工した。さらに、同プロトタイプの
成果を受けて抽出された課題を起点に、不定形木材

の3Dスキャンの高速化研究や、さらなる3Dスキャ
ンデータの機械学習による解体木材の非破壊構造性
能検証、第二弾のプロトタイプ建設を含む複数のリ
サーチプロジェクトが分岐し、スタートしている。
また分岐していく各プロジェクトに共通し、横断的
な連携のベースとなる3Dスキャンデータを適切に
管理運用していく為のデザインシステムを、オープ
ンソース化していく試みも議論されている。
　いかに既存の対象にある複雑さを様々なスケール
で丁寧に計測し、あるいは読み解き、その複雑さを
ハンドリング可能なかたちに落とし込んで、必要な
対応を率直に実現していくか。既存の技術群がもつ
仕組みはそれ自体が十分に複雑で、そこに適応的に
介入していける研究と実践を架橋する取り組みこそ
が、現代における最もクリエイティブな領域になる
と考えている。

木内俊克Contribution

木内俊克
京都工芸繊維大学 未来デザイン工学機構 特
任准教授。専門は建築設計、デジタル・ファ
ブリケーション。3Dスキャニングを起点と
した建築デザインやリユース資材の活用な
ど、建築・都市領域におけるコンピュテー
ショナルデザインを研究。

Adaptive Design & Assembly System 
Utilizing Reclaimed Timbers（2024‒）

小豆島ハウスプロジェクト
（2022）

高度成長期に建てられ、古民家のような価値化に達していない空き家の利活用可
能性を検証するプロジェクト。新建築社と砂木との協働により、香川県小豆島に
建つ空き家を精緻に3Dスキャンし、スキャンデータを活用したレーザーカット・
NC切削による梁補修や仕上げ加工を行い、ワーケーション施設として改修した。

解体木材を含む非規格材のもつ個別の魅力を引き出しつつ、構造耐力を担わせ、一
般的な木造工事の中で取り扱うことを可能にするデザイン／加工／組み立てシステム
の研究。材の一本一本から取得した3Dスキャンデータにより、古材から直近の規格
材まで、特徴が異なる材同士の接合部加工を一つのプログラム上で処理可能とする。

D-lab Related Project

KYOTO Design Lab
          10th Anniversary
    Symposium Series

4th
    Program

8th
    March
 2024

Adaptive
          Design

KYOTO Design Lab
          10th Anniversary
    Symposium Series

4th
    Program

8th
    March
 2024

Adaptive
          Design

1817



Introduction

Review

Review

Speakers

金澤韻
コダマシーン

砂山太一
京都市立芸術大学 准教授

谷川嘉浩
京都市立芸術大学 講師

増井辰一郎
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松田法子
京都府立大学 准教授

木内俊克
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木下昌大
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津田和俊
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水内智英
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生存の未来─未来の生存

「Worldview Design」とはなにか
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Worldview Design
Text：岡田芳枝　Edit：光川貴浩／窪田令亜　Photo：石本正人

「サーキュラーデザイン」「ランドスケープデザイン」「ダイナミックヘリテージ」
「アダプティブデザイン」をテーマに実施されてきた連続シンポジウムを締めく
くる今回は、「ワールドビューデザイン」をキーワードに設定。
　シンポジウムのイントロダクションでは、「生存の未来─未来の生存」という
タイトルについて、未来デザイン・工学機構（デザイン学）でメタ・デザインを
研究する水内智英氏が「私たち自身のありうるべき未来像を描くという意味で、
今回のシンポジウムをどのようにまとめていくべきかを考えるなかで生まれた言

葉」と説明。そのうえで、「過去４回のシンポジウムで扱ってきたトピックの背
景にはどのような世界観があるのかということをもう一度深掘りし、これからの
デザインや建築に求められる世界観や、世界観の創出が可能であるならばどのよ
うな方法や技術、態度によってなされるのかについて議論を深めていきたい。さ
らには研究拠点としてのKYOTO Design Labの未来をどういうふうに想像する
ことができるかについても話を進めていきたい」と目的の共有がおこなわれた。

［シンポジウムを振り返って─水野大二郎氏コメント］
「循環型経済・循環型社会を実現するためのデザインをテーマにしたこのシンポジウムでは、じつに多様な領域の話がなされました。
自律分散的な資源循環、ビジネスとインダストリアルエコロジー、環境に人間が介入することの暴力性、人材育成や制度設計の課題、
土地に根ざしたサーキュラーデザイン──人類学的・環境学的な話から技術的な話まで、
いろんな観点からサーキュラーリティとデザインについて議論がおこなわれた3日間になりました」

金澤　私が身を置いている現代美術の世界でも、環
境の変化やサステナビリティに向けた取り組みと
いったものをテーマにした作品が発表されています。
なので、使っている言葉は違えども重なっている部
分があって、そこが面白いなと思いながらシンポジ
ウムを拝見していました。
　資本主義がどんどん進んでいくにつれ、それが自
己目的化して止められなくなり自分自身の住む環境
を食いつくそうとしている。そんななかでどうやっ
てうまくブレーキをかけるのか、私たちが生きつづ
けながら何かをストップしていくためのビジョンを

探っているんだ、ということがわかりました。
水野　なるほど。望ましい方向を指し示すことが得
意なのが現代美術の世界だとすれば、デザインはブ
レーキを踏むことではなく走る道を変更することに
役割が変わりつつあるのかもしれませんね。
増井　自分たちはそこまで大きな世界の話はまだで
きていないとは思うんですけれど、たとえば、いま
大学機関はどういう人を育てようとしているんでしょ
う？　先ほど水野さんは「市場経済」という話をし
ていましたが、大学で学んでいる人たちは何を目指
して卒業して社会に出ていくのか、ちょっと想像が

できないなと。
水野　僕が期待しているのは、放擲された資源を再
び価値とみなせるような活動展開です。創造的に再
解釈できるようにし、自分たちの営みをいかにつく
り出すかということに非常に興味や関心があります。
そういう意味では、多元的なビジョンに対してデザ
インは何が可能なのかということを、それぞれの場
所で展開できるようなデザイナーを増やしていく必
要があるのではないかと思いますね。

Circular Design ［サーキュラーデザイン］

「システム移行を前提とした循環デザイン」

［シンポジウムを振り返って─木下昌大氏コメント］
「このシンポジウムの内容をまとめると、ひとつは気候変動に適応するかたちで風景を考えていくしかないということ。もうひとつは、
それをここ京都で考えたとき、歴史的・文化的に記憶されてきた風景が現代の風景とずれていくことをどう考えるのかということでした。
現代の気候変動に適応する風景を未来に向けてデザインしていくうえで、〈物語〉が重要なテーマとなる。
そのことが浮かび上がる議論となったと思います」

松田　点群データについてお聞きしたいです。た
とえば現状の庭をアーカイブすることを目的に点群
データをとるということが紹介されましたが、庭のデ
ジタルアーカイブにはそれ以外にどういうことがあ
るのでしょう。
　というのも、庭が都市のなかに埋め込まれている
貴重な土の面だとすると、その意味合いは決して視
覚的なデザインの完成度の問題だけではなくなって
きているところがあるのではないかと思っていて、ま
たそういう観点から庭や都市の中の土に対して新し
いアプローチをする人たちも少しずつ出てきていま
す。そうした試みがネットワーク化していくことで、

都市の中の土壌の環境、ひいては水循環なども変わっ
ていく。だとしたらそれは大きなことですし、絶望し
ない自然との関わり方なのではないかというふうに
思っています。そういうことにデジタルでできる技術
やアーカイブはどんな風に関われるのでしょうか。
木下　視覚的なデザインの問題だけではないという
のは、まさしくそのとおりです。見えないものを見え
るようにすることによって、いろんな人がコミットで
きる状態、理解ができる状態になると思うんですけ
れど、その目に見えないものを見えるようにするとき
に点群データがプラットフォームになるんですね。
　スキャンしたものは基本的に3次元の点の集まりで

1個1個の点に分解されて情報を持っています。位置
情報としてビジュアルとして見せるときにはRGBの
色の情報が載っているだけですが、その点に情報を
追加することによって、温度分布や湿度分布に置き
換わる。つまり色の情報としては連続感がなかった
ものが、温度で視覚化したときには庭園から出てど
こまでも続いていき、同じ問題系のなかにあるような
ことが視覚化できる。そのようにデザインするため
に、もしくは最適化・適応するためのツール、プラッ
トフォームとして点群データを使うことができる、と
いうことなんです。

Landscape Design ［ランドスケープデザイン］

「風景の未来─誰が風景を変えているのか？」

［シンポジウムを振り返って─村本真氏コメント］
「多層的で複雑な文化遺産の価値を、時間軸を持って残していくためにはどうすればいいのか。
シンポジウムでは、これまでのローテクの手法と先端技術を組み合わせていくことの重要性のほか、
ロボットアームなどデジタルツールの活用、職人技術をアーカイブすることや、大工の仕事と先端技術の親和性の高め方など、
伝統建築を未来につなげていくためのさまざまな課題が提示されました」

村本　日本では文化遺産を修理するとき、全ての部
材を解体して修理等を経てあらためて組み上げる方
法をとることが多いと思います。点群スキャンにお
いても、データは解体後のそれぞれの部材を取得す
るか、建物全体のデータを表面だけになるが取得す
るという二通りになる。データの残し方についても、
これから議論を深めていかないと、歴史的な保存と
うまくミックスしていかないのかなという気がしてい
ます。
砂山　木内（俊克）さんに聞いた話ですが、スイス
の教会建築は木材が曲がったまま何年も成立してい

て、保存するときには曲がった木材を使わないと建
物が崩壊するので3Dスキャンして曲がった材料を入
れ替えるというんですね。いわゆるエンジニアリン
グの要素だけではない、物自体の存在みたいなもの
にデジタル技術が迫っているというか。
　よく「3Dスキャンは写真を撮るよりもコストも労
力もかかるのになんでそれをやるのか」「人間が寸法
を測って図を起こすことはナレッジが蓄積されてい
る技術なのだから、それを使ったほうが早いんじゃ
ないか」という指摘がありますよね。その点について、
芸術学を教えている立場からちょっと歴史的な観点

からお話しますと、たとえば100年前に写真が登場し
たころの人たちも、どうでもいい写真をいっぱい撮っ
ているんですよ。そして、とりあえず撮ったようなそ
の写真は、100年後を生きる人間にとってはとても活
用可能なものなんです。というのも、100年前に撮ら
れた写真をもとにいま現在の我々は100年後の未来を
予想することができる。つまり、いまデジタル技術
を活用しデータとして保存しておけば、100年後、そ
のときの人類がうまく活用してもらえるかもしれな
い。そうした「未来にかける」というやり方もあるの
ではないかと思っています。

Dynamic Heritage ［ダイナミックヘリテージ］

「Dynamic Heritage─文化財保存における新しい方法論」

［シンポジウムを振り返って─木内俊克氏コメント］
「〈アダプティブデザイン〉がシンポジウムのタイトルですが、その下に〈木質材料の新しいデザイン・加工・組立システム〉といった
サブタイトルをつけました。具体的な分野を設定することにより、既存のものとはどう異なっているのか、
どのように前に進んでいるのかといったことを議論しやすくなるのではないかと考えてのことですが、
ゲストスピーカーの方々からは多岐にわたるオルタナティブな実例、視点を示していただけたと思います」

谷川　アダプションというのはプロセスだと思うん
ですよね。つまり、この言葉を使えば、「現在の状態
ではなく、別のどこかに動いていくプロセスのこと
を言いたい」という感じは自然と伝わると思います。
スタート地点から別のところに行こうとしている時間
的なニュアンスがこもっているということは合意でき
る。ただ、何に適応しているのかというのはよくわ
からなくて。
木内　たとえば解体木材とかリノベーションとか、
いまあるコンテクストをそんなに変えないで少し手
を加えていくと良いものになっていくというのは、一
般的な建築のデザインプロセスにくらべるとオルタ

ナティブになっていますよね。サーキュラーデザイ
ンなどのコンテクストで考えても、社会的にもバリ
ケードされていますし、実際問題そっちのほうが良
さそうだという話もあって。ただ、やはりそれ自体に
魅力がないと物事は動かない。なので、それ自体の
探索という側面もアダプテーションのなかに入って
くるのかなと思っているんですけれども。
谷川　なるほど。でも、その魅力を活用するのは、
自分たちだけではいけないわけですよね。一般ユー
ザー、いわゆる公衆に、どういう魅力や欲望を求め
られるかっていうことが大事になってくる。その点、
みんなが魅力を発信している社会のなかでどうすれ

ばいいのか、何かアイデアはありますか。
木内　これはもう私の感覚ですけど、一点突破しな
いことが大事なのではないかと。
谷川　リソースの多様性みたいなことですか。
木内　 「この一点でいきます」という話に持っていか
ないことが大事かなと思っていて、最近はそれぞれ
で地味にちょっとずつ使える要素をきちっとつくると
いうことに関心があります。仕組みとして、いかよう
にでも組める可能性がある、といったような。そのあ
たりが揃っていると、今おっしゃったことにアプロー
チできるのではないかという予感はしています。

Adaptive Design ［アダプティブデザイン］

「オルタナティブな未来へ：木質材料の新しいデザイン・加工・組立システム」
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　これまでの計4回のシンポジウムの振り返りとともに、2019年から
京都工芸繊維大学に着任した水野大二郎教授よりが10年間のD-labの
プロジェクトを振り返り、次のように語った。
「KYOTO Design Labではこの10年間、デザインの教育や研究が抱
えている危機的状況に対して何が可能かということを検討してきまし
た。こんにちのデザイン教育や研究の領域は非常に拡大傾向にあり、
その問題の所在を捉えるのは非常に難しいという状況にあります。
　これまでのデザイン、とくに近代化に向けたデザインとは片利的な
利益追求のためのものでした。それが、自然環境に代表されるような、
あるいはMore than Human的な発想に関係するような“調整的な関
係”をどのように結んでいくのかということ、さらに循環型社会の実
現といったように枯渇性資源を前提とするなかでどのように動的平衡
を目指すのかということに拡張していきました。しかし、すでに自然
と人工物の見分けがつかない空間が外に散らばっているなかで、今日
の状況を捉えなければいけません。このような世界観の展開、不可能
なものまでもが広がっている状況下において、我々は異なる複数の世
界観を貫くような領域を検討していかなければいけないと考えていま
す。また、デジタル技術に関しても、持続不可能な状況からどのよう
に移行していくかが考えるべきポイントであると捉えています。
　いま問われているのは、プルリバースといわれる多元世界に向けた
デザインをどう実現するのか、市場経済やテクノサイエンスをどう場
所に根ざした暮らしに従属させるのか、ということ。持続可能性から
再生可能性、さらには望ましい生存可能性への移行を考慮しながらデ
ザインの領域を広げていく。この考え方をKYOTO Design Labで展
開することができれば、新たな可能性が生まれると感じています」

　京都工芸繊維大学 KYOTO Design Lab[D-lab]が2014年に発足して10年
が経った。その10周年の節目を機会として、D-labが進めるデジタルデザ
イン研究の方向性を、5つの領域に収れんさせた連続シンポジウムを開催
し、結果をまとめたのがこの冊子である。
　シンポジウムは2023年度から2024年度にかけ、D-labデザインファクト
リーと60周年記念館という私たちのホームグラウンドを会場として実施さ
れた。実はこのイベントは前ラボ長かつ創設者である小野芳朗先生が企画
した、最後のプロジェクトでもある。シンポジウムの内容を議論し始めた
頃、これまでの10年を振り返るのではなく、これから先のD-labを展望で
きる会にしてほしいとおっしゃっていたことを覚えている。景観研究を専
門とする小野先生らしい、将来の人材のために知的なインフラストラク
チャーを残すような機会を想定されていたのかもしれない。そこで私たち
は、ノスタルジックに記念碑を建てるようなまとめの会よりも、未来志向
のブレインストーミングのような会を連続的に開催するべきだと結論づけ
た。D-labをインキュベーターとして育ってきた研究領域の現在とこれか
らを議論し、これから先のD-labの方向性を照らすべく実施したのが、本
書に収録された5つのシンポジウムなのである。
　地球規模の環境負荷を俯瞰して理解し、手だてを講ずるための議論から
始まり、今見える世界の風景を長大な時間軸の経過点として捉える景観史
研究を経て、人類が生み出してきた文化的成果を次代への遺産として引
き継ぐための理論的、実践的研究につながった。D-labで培われた思考は、
空間的にも時間的にも、大きなスケールと小さなスケールを自在に横断し、

人間の存在とその実践の歴史を包括する世界観の認識にまでたどり着こう
としている。私たちの試みがどのような射程を持ちうるものだったのかは、
未来の読者の判断を待つほかない。
　それぞれの詳細について今さら再度解説するのは蛇足だと思われるの
で、一つだけ声を大にして述べておきたい。それはこれまでD-labのプロ
ジェクトに参画してくださった教職員と学生への感謝である。これまで私
たちは、大学本部のバックアップのもと、デザイン・建築学系の教員を中
心に、世界各国の研究機関の協力を仰ぎながら数え切れないほどの国際
ワークショップやレクチャー、共同研究を積み重ね、数々の書籍や論文、
展覧会としてアウトプットしてきた。スタッフの力も同様にとても大きい。
それらに注ぎ込まれた情熱と時間、想像力と体力のすべてに連続して、私
たちの手によりこれからのD-labを築いていくことをここに約束したい。
　最後に、私たちにとっての10周年を、大学・ラボ内の区切りとしてでは
なく、より広い文脈の中に位置づけようと努めてくださったバンクトゥの
光川貴浩さんと窪田令亜さんに深く感謝申し上げます。お二人のねばり強
い関わりと熱意によって、私たちの取り組みは未来に開かれることになり
ました。本当にありがとうございます。

京都工芸繊維大学 KYOTO Design Lab 副ラボ長
未来デザイン・工学機構 教授

山崎泰寛
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複雑な社会とデザインの未来──分散的・協調的アプローチの可能性

これまでの D-labプロジェクトについて
水野大二郎

未来へのあとがき

「世界のことを知れば知るほど無力感に苛まれるよ
うな情況」とWorldview Designシンポジウムで現
代を評したのは、アート・デザインのコンサルティ
ングを長年行ってきた金澤韻だった。全てのデザイ
ンや建築の実践は特定の世界観に依拠しており、も
しその世界観がこれからの時代にそぐわないものだ
とするならば、世界観それ自体をデザインの対象
にすべきである。Worldview Designという言葉に
込められたのは切迫感に根ざした大胆なアプローチ
でもある。パラダイム移行を目したトランジション
デザインやシステミックデザインといった領域に近
年関心が集まってきたのもそうした時代へのデザイ
ナーやデザイン研究者からの応答といえよう。
　近年私は、日本におけるシステミックデザインの
展開を図るべくシンポジウムや展覧会の開催、論文
や書籍の執筆を進めると同時に、実践的なプロジェ
クトへの展開を計画している。システミックデザイ
ンとは、システム思考の蓄積をデザインに援用す

ることで、社会の複雑さへ対応しようとする方法
である。それはこれまでデザインが有してきた過度
なユーザー中心主義や短期的な時間軸を反省的に捉
え、「長期的・副次的影響関係の把握」、「多様なレ
ベル・属性のステークホルダーが参加する基盤づく
り」、「非人間（生物・機械）との協働」、「パラダイ
ムや世界観への働きかけ」、「実験的試行の重要視」
といったデザインする枠組そのものを問い直すメタ
的な側面を含む。デザイン理論家や実務家との対話
を繰り返すうちに、この研究はデザインが本来的に
持つコントロール幻想からいかに逃れ、分散的かつ
協調的なデザインの現場をいかにオーケストレー
ションすることができるのかという、デザインの
根源的な問いにも直面している。それはWorldview 
Designシンポジウムでの、多元的に異なる世界観
に根ざす人々がお互いに共感することは果たして可
能か、という議論とも呼応する。
　併せて、京都大学、京都市立芸術大学、京都工

芸繊維大学の3大学を中心に運営されているKyoto 
Creative Assemblage（文部科学省「大学等におけ
る価値創造人材育成拠点の形成事業」）では、水野
大二郎教授とともに、今後起こりうる世界観を構想
し、そこに生きる人々の体験を伴ってその世界を理
解するために、即興演劇的手法であるLARP（Live 
Action Role Playing）を取り入れた教育プログラム
を展開している。即興劇を通じて、当初は想定され
なかったステークホルダー間での葛藤が顕にされる
のである。 
　世界観形成に影響を与えるのは、政治経済の変化
や技術的発展だけではなく、それらとの関わりのう
ちに生きる人々の内的感情の機微でもある。私たち
は、そうした翻訳が困難で個的で微視的なレベルと、
時代のパラダイムのような巨視的なレベルとをいか
に繋ぎ扱うことができるだろうか。

水内智英Contribution

水内智英
京都工芸繊維大学 未来デザイン工学機構 准
教授。専門はメタデザイン、ソーシャルイノ
ベーション、システミックデザイン。さまざ
まな主体との協働デザインに関する研究活動
や実践的プロジェクトを行う。

翻訳書籍「多元世界に向けたデザイン」
（2024）

Kyoto Creative Assemblage
（2022-）

京都大学、京都市立芸術大学、京都工芸繊維大学の3大学を中心に運営している、
社会人を対象とした創造性育成プログラム。新しい世界観を提示することで時代
を切り開く人材の育成を目指し、人文科学、アート、デザインの視座から社会を
読み解き、新たな価値を創造するための考え方や方法論を提供している。

デザインと人類学を中心に様々な分野を横断しながら、西洋近代資本主義的な単
一の未来ではなく、場所に根ざした複数の未来をつくるための手立てを模索する、
人類学者アルトゥーロ・エスコバルの著作『Designs for the Pluriverse』を翻訳・
監訳。翻訳書籍『多元世界に向けたデザイン』としてBNNから2024年に出版された。
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KYOTO Design Lab［D-lab］は、京都工芸繊
維大学がデザインと建築を柱とする 領域横断
型の教育・研究拠点として設立した、コラボ
レーションのためのプラットフォームです。
2014 年の発足以来、研究や実践をとおした未
来の社会的課題の探索や解決をミッションと
して、さまざまな専門性が交差するインキュ
ベーターとして活動を展開しています。
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